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第一章　闇夜の出会い












　温暖な気候に恵まれたメルブルック国の、西の外れの森の中。その奥深くで流れる小さな川のそばに一軒の小屋がぽつりと建っている。

　天高く登った太陽の日差しを受けた小屋の、わずかに開いた窓から漂ってくる食べ物の良い匂いにつられて、森に住む小動物たちも様子をうかがうように近寄ってくる。

　小屋の中には、ブロンドの長い髪をやや無造作に後ろで一つに束ね、まだあどけない顔をした十七歳の若い女性がひとり。

　簡素なドレスを身につけた彼女、ミレーラ・グローヴは、炊事場に立って鼻歌を歌いながら上機嫌で昼ごはんを作っている。

「今日は天気も良いし、お昼ご飯を食べたら町に出て、魔法薬を売ってくるわ。そろそろ食材も心もとなくなってきたものね。……よし、もう良いわ。リオル、火を消してくれる？」

　柔らかな声に反応して光が瞬き、次の瞬間、ミレーラの顔と同じくらいの大きさの精霊が彼女の後ろから現れた。

　男の子の見た目をし、赤い髪に赤い衣を纏ったリオルと呼ばれたその精霊は、ミレーラの華奢な肩へと慣れた様子で腰を降ろす。

　そして、リオルが手を払うような仕草をすると、レンガのかまどの中で燃えていた薪の火が消える。

「リオル、ありがとう。おかげで美味しそうなスープができたわ。しばらくそこで休んでちょうだい」

　ミレーラから笑いかけられたリオルはこくりと頷くと、部屋の奥に位置しているベッドへ飛んでいき、ごろりとその身を横たえた。

　鍋から漂ってくる美味しそうな香りを胸いっぱいに吸い込んだあと、ミレーラはスープを深皿へと掬い取り、隣にあるオーブンの中のパンの焼け具合をチェックする。

「材料が少ししか残っていなかったから、パンはこれしか焼けなかったけれど、足りるかしら」

　焼きあがっているパンは三つで、しかもすべて小ぶりだ。思案気味に呟いて、ミレーラが窓へ目を向けると、早速窓枠にとまっていた小鳥たちがねだる様に囀さえずった。

　パンは自分の分だけでなく、小鳥たちにも分け与えるべくたくさん作ることにしているけれど、小麦粉の残りが少なかったため、あまり多くは作れなかったのだ。

　ミレーラは流し台で重なっている野菜の切れ端と、オーブンから取り出したこんがり焼けたパンを交互に見た。

「私にはスープがあるし、パンが三つあればきっとなんとかなるわ」

　焼いたパンをすべてあげればいい。そう考え、穏やかな微笑みと共にそう呟いた時、外から動物の甲高い鳴き声が聞こえてきて、窓枠にいた小鳥たちが一斉に飛び去った。

　その鳴き方に違和感と焦りを覚えたミレーラも足速に窓へと歩み寄り、視界に飛び込んできた黒い影に思わず息をのむ。

　姿を現したのは狼で、獲物を狙うギラついた目で小屋の周りをうろついている。ついさっきまでいたリスやウサギなどは完全に姿を消し、一方で、空を旋回する鳥たちは、ミレーラへと危険を知らせるように鳴き声を上げ続けている。

　歩みを止めた狼と目があった瞬間、舌なめずりをされ、ミレーラはぞくりと背筋を震わせる。

　狼の捕食対象は小屋の周りに集まっている小動物たちだけでなく、ミレーラも含まれている。

　再び傍にやって来たリオルも狼の姿を見て、大きな身振りでミレーラに訴える。

「そうね。皆を呼び出した方が良いわね……えぇと、どこに置いたかしら」

　招かざる客の登場にミレーラは混乱気味に慌てふためく。室内を行ったり来たりしたのちに、目的のものがテーブルの上にあるのを思い出し、ミレーラはそちらに向かって踵を返した。

　テーブルに置きっぱなしだった二十センチほどの長さの魔法の杖を手にし、ミレーラはふうと息を吐き出し、目をつぶって意識を集中させる。

「精霊たちよ。私の求めに応じて姿を現し、その力を貸して」

　杖の先端で円を描くようにくるくると回しながらブツブツと唱え、ミレーラが目を開けると同時に、円を描いていたあたりに魔法陣が浮かび上がってきた。

　ほどなくして、魔法陣から二体の精霊が音もなく姿を現した。リオルのように銀の色を纏った男の子に、金色のやわらかな印象の女の子だ。

「皆、よろしくね」

　ミレーラが声をかけると三体はすぐに、赤、銀、金色の粒子をそれぞれにたなびかせながら、空いている窓から小屋の外へと出ていった。

　リオルが熱風を巻き起こし、ウサギに飛びかかろうとしていた狼の勢いを削ぎ、銀色の精霊フレッドが針のようなものを飛ばす。

　フレッドからの針による威嚇に、狼は不満そうな唸り声を上げ、そして逃げるように庭から去っていった。

　金色の精霊シャーリーが被害に遭ったウサギの元へ舞い降り、軽く挫いてしまったらしい足へと治癒を施し始めたのを見て、大事に至らなかったことにミレーラはホッと息をつく。

　小動物たちに食べ物を分け与えたり、雨風がひどい時は小屋の中へ招き入れたりすることも多い。反対に小動物たちも、先ほどのように何か危険が迫って来ている時は、教えてくれたり、相手によっては追い払ってくれたりすることもある。

　ひとり暮らしのミレーラにとって森の小動物たちは、持ちつ持たれつで共に生活している家族みたいな大切な存在なのである。

　そして、家族のような存在は他にもいる。先にミレーラの元へ戻ってきたリオルに「お疲れさま、ありがとう」と微笑みかけると、彼は何てことないといった様子で口元に笑みを浮かべた。

「もう戻っていいわよ」と言葉をかけようとしたその時、庭から小鳥たちの鳴き声と羽ばたく音が響いてきて、再びざわつき出した様子に、精霊たちとミレーラは揃って窓の外へ視線を向ける。

　鳥の輪唱りんしょうに薄気味悪さを感じたのか忌々しげに頭上を見上げた、癖のある赤茶色の髪の男の姿を見て、ミレーラは思わず眉根を寄せる。続けて、肩に舞い降りてきたフレッドから眼差しで訴えかけられた。

『あいつ、追い払おうか？』

　声を発しなくても、考えていることが伝わって来て、ミレーラは苦笑いしてから、首を横に降る。

「いいえ、お迎えするわ。……一応、お客様ですもの」

　言いながら窓際を離れると、ほどなくして壊れてしまいそうなほど乱暴に扉が叩かれる。

「ミレーラ！　いるのだろう。俺だ、開けろ」

　ミレーラはため息を吐きつつ、「はい、ただいま参ります」と答えて、大股で扉まで進んでいく。そして、扉をあけて、向かい合ったその男性へと、軽く膝を折ってお辞儀をした。

「メルブルック国、第二王子のケネス様。はるばるこんなところまで、どのようなご用件ですか？」

「こんなところまで、わざわざ婚約者であるお前に会いに来てやったんだ。もう少し嬉しそうに出迎えたらどうだ」

　頭を下げたまま、ミレーラは淡々と言葉を返す。

「私のような未熟者が、ケネス王子の婚約者だなんて、とんでもございません」

「まだそんなことを言うか。さっさと国家精霊師になる夢など諦めて、俺の嫁になれ」

　呆れたように言われて、ミレーラはゆっくりと姿勢を元に戻し、物言いたげにケネスを見つめる。

「なんだ」

「これまで何度も申しておりますが、国家精霊師への思いを諦めることなどできません。このメルブルック国には、私以外にも精霊を見ることができる女性はたくさんおります。どうか……」

「黙れ！」

　大声で遮られ、ミレーラはびくりと体をこわばらせた。要求通りに口を閉じたミレーラだが、代わりに表情に嫌悪感を滲ませたことで、ケネスはばつが悪そうにミレーラへと歩み寄る。

「怒鳴ってすまない。けれど、俺も何度も言っているだろ。俺はお前が欲しい。俺の嫁はお前以外考えられない、と。志が高いのは結構だが、俺は君にそれ以上の能力を望んでいない。……そう、誰も望んでいない。君の家族だって、国家精霊師などではなく、俺と結婚し幸せになるのを願っているのに」

　ぽんぽんと、ケネスはミレーラの肩を優しく叩く。そして、そのまま肩に手を乗せて、ミレーラを抱きしめようとした。

　しかし、漂ってきた銀色の光がケネスの手の甲に触れる。同時にちくりとした痛みを感じたケネスは「痛っ！」と小さく呟き、反射的にその手を引っ込めた。

　もちろんその隙に、ミレーラはケネスと距離を置く。

「今のは精霊の仕業だな。俺はメルブルック国の第二王子だぞ。もっと敬えと伝えろ！」

　ケネスは銀色の光をしっかりと目で追っているが、姿までは見えていない。その証拠に、精霊はケネスの目と鼻の先で、あっかんべーをしている。

「逆です。私たちが精霊を敬うべきです。精霊に愛されてこそ、国は繁栄するのですから」

　ミレーラはケネスを諫めるが、彼は鼻で笑って聞き流す。そのまま、彼はどかりと椅子に腰掛けて、炊事場の方へと視線を向けた。

「なんだかいい匂いがするな。ちょうどいい、未来の俺の嫁の手料理をいただくことにしようじゃないか」

　振る舞ったら私の分がなくなってしまうわと、ミレーラはほんの数秒顔をこわばらせた。しかし、ケネスから早く出せと言わんばかりに見つめ返され、諦めと共に歩き出す。

「……どうぞ、召し上がれ」

　ミレーラが小さなお皿にスープを注ぎ入れて、ケネスの前に置くと、ケネスはスープを凝視したまま動きを止めた。

「なんだこれは」

「スープです」

　呆気に取られているのを見て取り、ミレーラは気まずげに説明する。

「すみません。今ちょうど食材が切れてしまって、お野菜しかなくて。見た目は少々悪いかもしれませんが、そこまで味は悪くないと思いますので、どうぞ召し上がってください」

「こんな残飯みたいなものを俺に食べろと言うのか？」

　ケネスからぎろりと睨みつけられ、ミレーラは視線を足元に落とし、黙り込んだ。不満げな顔のまま視線を合わせないミレーラに、ケネスは呆れたように息を吐き、椅子から立ち上がる。

「俺の元に来れば、こんなみすぼらしい生活などしなくて済むというのに。頼むから、そろそろ精霊との契約を解除して、素直に俺の元に来てくれ。じゃないと、お前を無理やり連れていくことになるぞ」

　ニヤリと笑ってから、「また来る」と言い残して、ケネスは小屋から出ていく。再び鳥たちが騒ぎ出し、外から「うるさいな」とぼやく声が聞こえてきた。

　ミレーラは自分が出したスープをじっと見つめながら、さっきまでケネスが腰掛けていた椅子に座る。

「……そうよね。王子様相手にこんな質素なスープを出すなんて、失礼だったかも」

　たとえそれが、今の自分にできる最大限のおもてなしだったとしても、相手を不快に感じさせてしまったら意味はない。

　とは言え、自分から出せと言っておいてあの言い草はないんじゃないのとミレーラの中で苛立ちも大きくなる。

「やっぱり無理よ。ケネス王子と結婚なんて、考えられないわ」

　先ほど自分でも言っていたが、彼はメルブルック国の第二王子、ケネス・インジャクト。ミレーラのひとつ年上の十八歳だ。

　そしてちょうど一年前、ミレーラにケネスとの婚約の話が持ち上がったのも事実である。

　ミレーラは今、こんな辺鄙な場所に住んではいるが、実は父のミカエル・グローヴは伯爵位を賜っている。ミレーラはいわゆる伯爵令嬢だ。

　グローヴ家には優秀な弟のイニゴだけでなく、容姿の整った可愛らしい妹のチェリーもいる。貴族からの縁談の多くは、少々変わり者とされている姉ではなく妹の方に来るというにも関わらず、ケネスがミレーラに執着するのには理由があった。

　それは、ミレーラは精霊の姿がはっきりと見え、なおかつ精霊に好かれているからだ。精霊と交流を持てる存在はとても貴重であり、そんな女性を妻とするのは王子として誉れなことで、民からの尊敬にも繋がる。

　決して、ミレーラ自身を好いている訳ではない。王子である自分に一番相応しいのがミレーラだったというだけなのが態度から感じられ、元々ケネスにはいい感情を抱いていなかった。

　そして、ミレーラには国家精霊師になりたいという夢がある。

　国家精霊師とは、精霊と共に国の治安を守り、また繁栄のために尽力する人々のことを指す。国家精霊師の英雄と言われた母方の祖母の、今は亡きジンベル・アイティーンがミレーラの憧れの存在で、胸元につけていた国家精霊師の証である星型の勲章は、幼い目から見ても偉大な輝きを放っていた。

　魔法陣を用いて精霊の世界から精霊たちを呼び出すのも、精霊師の術のうちだ。ミレーラは見様見真似で、既にそれをやって退けてしまっているが、しかしこの状態は野良精霊師でしかなく、できたらしっかりと学んで知識を得て、この先、国家精霊師として生きていきたいと考えているのだ。

　そのための学びの場が国内にいくつかあるが、ミレーラはより環境が整っている隣国オードアティのアカデミーへ行きたいと強く希望している。留学という形で自分の夢へ進む覚悟と、ケネスと結婚したくない気持ちを、両親に訴えかけた。

　しかし両親から理解は得られなかった。王子との結婚以上に名誉なことはないからと、考え直すように諭され、あわせて国家精霊師への夢にも難色を示されてしまう。

　ミレーラの母方は精霊師を多く排出している家系だ。母親自身にはその才能はなかったが、母の姉や叔母などは、国家精霊師となった。しかし、任務中に大きな怪我を負ってしまい、その後、明るかった性格も変わり、引きこもりがちな生活をおくっている。

　彼女達に限らず、そんな状態になれば結婚を諦める女性国家精霊師も多く、外見の傷への劣等感からひと目を避けて生活するようになってしまうのだ。

　両親はミレーラにはそうなって欲しくなく、速やかに精霊との契約を破棄し、位の高い男性の元へ嫁いで欲しいという切実な願いがある。

　しかし、それにミレーラが反発し、家を飛び出したのがちょうど半年前のことである。

　家のことを考えると、ケネスの元に嫁ぐことが一番の親孝行なのはわかっているけれど、尊敬できて焦がれるほど好きになれる相手と結婚したいミレーラには到底受け入れられない縁談だった。

　気だるくため息を吐いたミレーラの脳裏に、七歳から十二歳まで通っていたエレメンタリーアカデミーで学友だった男の子、カイン・ケットジーの顔が浮かんでくる。

　カインは隣国オードアティから引っ越してきたばかりで、その頃のミレーラよりも僅かに身長が低くて小柄、目も悪かったようで分厚いメガネをかけていた。しかも彼は内気な性格のため、積極的に友達を作ろうとはせず、口数も少なく、うつむきがちのせいで長い前髪は顔にかかり影となり、同級生たちからは暗いやつと言われていた。

　けれど、黒髪は艶やかで綺麗で肌も白く、立ち振る舞いにも品があり、黒髪の隙間から見える青い瞳がとても澄んでいたのをミレーラははっきりと覚えている。

　そして何より、彼はとても努力家だった。アカデミー近くの林の中で、ひとりこっそりと剣を奮って鍛錬に励む姿を見かけたことがあり、感心した記憶もある。

　図書館で見かけることも多々あり、思い切って話しかけてみると彼は驚くほど色々なことを知っていた。精霊に関してもミレーラ以上に知識があり、そんな彼に対し徐々に尊敬の気持ちを抱くようになっていく。

　いつしか、顔を見合わせれば精霊のことについて話すような仲になっていた。

　しかし、卒業を迎えると同時に、彼は祖国であるオードアティに帰ってしまい、そこから交流は途切れてしまっている。

　けれど別れ際に、「私、国家精霊師になりたいの。だからいずれオードアティに行くことになると思う。その時はあなたを探すわ。見つけ出して頼らせてもらうから、よろしくね」とミレーラは言い、苦笑いするカインに無理やり約束を取り付けたのだった。

　カインの住んでいる場所はオードアティの首都シェイン。そして国家精霊師の資格を得るための学びの場も、同じく首都。

　淡い恋心を抱いていた相手に対し、「もう一度会いたい」という強い思いがミレーラの中にあったのは事実だ。

「オードアティに行きたい。……頑張って、早くお金を貯めないと」

　ここ最近、ケネスが頻繁にやってくるようになったこともあり、ひとまずオードアティの首都へ旅立つための費用だけでもと、ミレーラは今必死にお金を貯めている。

　一方で、自分が旅立った後、ケネスのことで迷惑をかけてしまうだろう家族には申し訳なく思っている。気持ちが僅かに沈んでいくのを感じながらミレーラは視線をスープに落とした。

　すると、三体の精霊が、右肩やテーブルの上から、心配そうな眼差しを向けてきて、ミレーラは取り繕うように口元に笑みを浮かべる。

　スプーンでスープを一口掬って口に運び「うん、美味しい」と呟いてから、気持ちを切り替えるように一気に飲み干し、勢いをつけて立ち上がる。

「気に病んでる時間がもったいないわよね。さっさと町に魔法薬を売りに行かなくちゃ」

　慣れた動きでテキパキと、小屋の前の餌箱に野菜の切れ端を入れたり、小鳥たちにちぎったパンを与えたりした後、手押し二輪の荷車へここ数日せっせと作った、牛乳瓶よりも少し大きめな魔法薬の瓶を詰めていく。

　足場の悪い森の小道を荷車を引いて進んでいたが、途中で足を止めて、精霊たちに「自分達の世界へ戻ってもいいよ」と声をかけた。荷台に置いてあった魔法の杖を手に取り、リオルを精霊の世界へ移動させたが、シャーリーとフレッドはこのまま残ることを選択し、二体はミレーラの周囲を楽しそうに飛び回っていた。

　やっとの思いで森を抜ければ、近くの町まであと少し。一度足を止めて、遠くの雷雲をじっと見つめてから、ミレーラは大きく深呼吸をして、再び力を込めて歩き出した。

　目指すは町の北側にある魔法薬店。まずはそこで買取りの交渉をすることから始める。

　そして、全て買い取ってもらえれば、そのまま町の中央広場にある市場で買い物をし、在庫が残ってしまったら広場で直接、旅人や町民に売り込みをすることにしている。

　店の脇に荷車を置いてから、ミレーラが店の中へ入ると、ちょうど奥から出てきた年配の女性と目があった。

「グレイスさん、こんにちは！」

「あぁ、ミレーラ。そろそろ来るかなと期待して待っていたところだよ」

　店長でもあるグレイスは、にこやかに笑いながらそのまま店の外へと出て、ミレーラが運んできた荷車の魔法薬の瓶を手に取って真剣に眺め始める。

　時折日差しを反射して、瓶の中の液体が金色の輝きを放つ。それにグレイスは小さく頷くと、瓶を荷車に戻して、個数を数えてからミレーラへと振り返る。

「さすがだね。精霊持ちの魔法薬は精度が高い。これ、すべて買うよ」

「本当ですか！　ありがとうございます！」

　緊張の面持ちでグレイスの様子を見つめていたミレーラは、即決の言葉に嬉しそうに顔を輝かせて、自分のそばを浮遊していたシャーリーとハイタッチする。

　店に戻ると、グレイスが従業員に荷車の魔法薬の瓶を店内に運び込むように指示し、そのまま「さぁ入った」と商談部屋の扉を開ける。

　ミレーラは店内を進みながら、従業員に焦った様子で話しかけている若い騎士にほんの一瞬目を止める。メルブルック国の騎士では見かけたことのない鎖帷子くさりかたびらを身につけていて、他国の騎士かしらとそんな疑問を抱きつつも、ミレーラは商談部屋へと歩いていく。

　商談部屋は小さな個室で、テーブルと椅子に、低い戸棚と観葉植物があるだけ。売り買いが成立すると必ず通される部屋だ。グレイスからいつもの様に、扉から一番遠い椅子に座るよう案内され、ミレーラは腰掛ける。

「ちょうど在庫が切れてしまったところだったから、助かるよ」

　グレイスもミレーラの向かい側に腰掛けると、戸棚から取り出した買取証の用紙に、品目、個数、金額などを書き始める。

　扉がノックされたあと、従業員の女性が「ミレーラさん、こんにちは」と明るい笑顔と共に室内に入ってきて、「グレイスさん」と小声で話しかけた。

「さっきの騎士様が、ミレーラさんの魔法薬もあるだけ買いたいとおっしゃっておりますが」

「……あぁ、そう。在庫が無くなってしまうのは痛いけど、怪我人が出ているようだから仕方ないね」

　グレイスの許可を得て、従業員の女性は商談部屋を出ていった。ミレーラが先ほど店内で見かけた若い騎士の姿を思い返していると、グレイスは書き終えた買取証に押印し、小型の金庫から取り出したお金を金貨袋に入れ、ミレーラの前に置く。

「ありがとうございます！　また近いうちに来ますので、よろしくお願いします」

　買取証と金貨袋を両手で大切に持ってミレーラは頭を下げたあと、ふと気になり、商談部屋の小窓へと目を向ける。

　さっきまで快晴だったのに、空は薄暗く曇り始めている。遠くにあった雷雲が流れてきたのだと判断はつくのだが、同時に妙な胸騒ぎも覚えた。

「……何かあったみたいね。精霊が怒っているように感じるわ」

　二体の精霊たちも、不安そうな様子で窓から空を見上げている。グレイスには精霊の姿どころか、ぼんやりとした光すら見えないが、ミレーラの言葉に対して神妙な顔で頷く。

「そうかもしれないね。ミレーラの魔法薬を買いたいと言ってきたオードアティの騎士さんたちから、何か尋常じゃない様子を感じ取っていたけれど、お前さんがそう言うなら、精霊が絡んでいるのは間違いないみたいだね」

「さっき見かけたのは、オードアティの騎士だったのね。確かに、困っている様子だったわ」

　何か力になれることがあるかしらとミレーラが考えたのをグレイスは表情から読み取って、呆れた様子で言葉をかぶせる。

「放っておきな。ここだけの話、柄の悪い連中も絡んでいるみたいだし、下手に近づくと、お前さんも巻き込まれて痛い目をみることになるよ。それでなくても女のひとり暮らしは狙われやすいんだから」

　所々厳しい口調で言われるも、それもすべて自分を思ってのことだと理解でき、ミレーラはグレイスに心を込めて微笑みかけた。

「グレイスの言う通りね。余計なことには首を突っ込まないで、まっすぐ森に帰るわ」

「あぁそうしてくれ」と笑い返してきたグレイスと軽く別れの挨拶を交わしてから、ミレーラは精霊たちと共に店を出た。

　市場で買い込んだ食材や魔法薬用の小瓶を積んでも、行きよりも軽くなった荷車を引く。ゆっくりとした足取りで森へと続く道を進みながら、ミレーラはほんの数分前のことを思い出していた。

　グレイスの店でも見かけた騎士に、先ほど町中で「どこかで怪我をした精霊を見かけませんでしたか？」と話しかけられたのだ。

　どうやら騎士には精霊が見えているようで、どちらかというとミレーラよりもミレーラが連れている精霊に話しかけたといった感じだった。

　オードアティの騎士はやはり焦っているようで、顔色も心なしか悪く見えた。何かあったのかと気になりはしたもののグレイスの忠告もあったため、ミレーラは「いえ、見かけていません」と質問に正直に答えるだけにとどめたのだった。

　しかし、町を離れ、森に足を踏み入れた今もなお、騎士の悲痛な表情が頭から離れず、話くらい聞いてあげたら良かったと後悔をしていた。

「町にも精霊が見える人は何人かいるし、きっとその人たちを頼るわよ。私が出しゃばることもないわ……きっと」

　ミレーラは自身の心苦しさに言い訳をしつつ、そのまま足を止めずに森の奥へと進んでいく。

　ようやく自分が暮らす小屋のそばまで来た時、ミレーラは違和感を覚え、恐々こわごわと周囲を見回す。いつもいる動物たちの気配がなく、普段と違った静寂に思わず恐怖を覚える。

　すると、ずっとそばにいてくれた二体の妖精たちが、ミレーラの顔の前へと移動し、胸を叩いて俺たちに任せろといった顔してきたため、思わず笑顔になる。

「そうね。私はひとりじゃないわ。みんな頼りにしているから。何かあったらよろしくね」

　ミレーラは「ふふふ」と小鳥のような軽やかな声で笑いながら、足取り変わらず、小屋までの残りの道を歩いたのだった。






　小屋について程無くしてから風が強くなり、それは夜遅くなっても変わらなかった。

　そろそろ寝間着に着替えようかしらと考えながら、ミレーラはランプの灯りを頼りに、ガタガタと風で揺れる扉や窓の戸締りを確認していたが、ふと鳥の激しい鳴き声が聞こえて動きを止める。

　胸がざわめくのを感じつつ、目を凝らして窓から庭の様子を窺い、次の瞬間、ミレーラは息をのむ。

　木の根元あたりで黒い影が動いたように見えたからだ。

　昼間聞いた話もあり、変な輩が息を潜めてこちらの様子を伺っているのかもと考え、すぐさまミレーラはテーブルに置いてある魔法の杖を手に取った。

　金と銀の精霊たちは今もなおミレーラのそばにいるが、何か邪悪なものがいるというのならリオルも呼び出すべきだと考えたのだ。

　再び窓に戻り、じっと木の根元のあたりを見つめて警戒していたが、黒い影が男性であり、なおかつ苦しそうな表情を視界に捉えてしまえば、別な意味でミレーラは慌て出す。

「たっ、大変だわ」

　ミレーラは魔法の杖だけでなく、左手でランプをしっかり持って、警戒だけはし続けながら小屋を出た。

　木の根元に、体を丸める形で身を横たえていたのは、ミレーラとあまり年の変わらなさそうな若い男だった。彼から時折、苦しげな息が漏れ、同時に血の匂いも鼻についた。

「……あ、あの。大丈夫ですか？」

　風で木々が揺れる音に負けないように少しだけ声を張って話しかけるが、彼には聞こえていないのか、もしくは意識が朦朧としているのか、きつく閉じられた目が開けられることはない。

　警戒を解かずに、一定の距離を置いたまま、ミレーラは男を観察する。

　服だけでなく、黒髪や肌も泥だらけで、右肩のあたりには鋭利な刃物で切り裂かれたかのような跡があり、そこから血が溢れ出している。

　回復の手助けになる魔法薬をすべて売り払わずに、いくつか残しておくべきだったかもと後悔しながら、ミレーラは男に歩み寄る。

「しっかりして」

　このまま彼を放っておけない。どうやって小屋の中へ運び込もうかと考えながら男の傍らでしゃがみ込む。そっと手を伸ばし、躊躇いがちに男の腕に触れた。

　すると、腹部に押し付けるような形となっていた彼の手の長い指の隙間から、弱々しい精霊の青い輝きが発せられているのに気づき、ミレーラは思わず息をのむ。

　焦る気持ちを抑えながら、男の手をそっと掴み取る。あまりにもひんやりとした手の感触にぞくりと背筋を震わせつつ、彼の手の下から現れた、ぐったりとした様子の男の子の精霊の姿に、唇を噛んだ。

「どうしてこんなことに」

　信じられないという思いを吐き出してから、ミレーラは持っていたランプと魔法の杖をその場に置く。意識はないはずなのに、男はなかなか精霊を手放そうとしない。ようやく彼の手から精霊を取り上げ、両手で抱え持つと、ミレーラは勢いよく立ち上がる。

「すぐに戻るから！」

　男にそう言葉をかけてから、ミレーラは大急ぎで小屋の中へと戻っていく。

　テーブルの上に布を重ねて作った簡易的なベッドに精霊を寝かせると、すぐさま外へと飛び出していく。再び男の元へ舞い戻り、ミレーラは思案するように眉根を寄せてから、腕まくりして彼へ手を伸ばす。

「少し手荒になるけど、我慢してね」

　ミレーラが男の脇の下へと両手を入れて、そのまま引っ張ろうとした時、やはり肩に激痛が走ったらしく、男がうめき声をあげた。

「ご、ごめんなさい！　やっぱり痛いわよね」

　先ほどまで閉じられていた男の目がゆっくりと開き、真っ直ぐにミレーラを捉える。

「……お、お前は……」

「そこ、私の家なの。とにかく入って、こんなところで寝ているよりマシだから」

　苦痛に顔を歪めつつ、男はミレーラが指差した先にある小屋へと目を向け、次の瞬間、自分の手元に勢いよく視線を落とし、狼狽えるように周囲を見回す。

「大丈夫よ。あなたが大事に守っていた精霊も、家の中にいるから。私が助けるわ、だからあなたも一緒に中へ」

　男の焦りの訳をミレーラは察し、そう声をかける。続けて、持ち上げた男の左腕を自分の肩に回すように身を寄せて、なんとか立ちあがらせようとする。

「……すまない」

　男もそれだけ言って、ミレーラに寄りかかるようにして立ち上がり、そのままふたりはゆっくりと小屋の中へ移動する。

　テーブルの上で寝かせられている精霊を見てホッと息を吐いた男が、ミレーラには悪い人には思えず、わずかに口元に笑みを浮かべた。

　ベッドに男を寝かせてから、ミレーラは再び庭へ向かい、ランプと魔法の杖を手に戻ってくる。それからリオルも呼び出して、魔法薬の生成を始める。手慣れた様子でテキパキ動くミレーラを、男はベッドに横たわりながらぼんやりと見つめた。

　鎮静作用のある魔法薬を作り、青い精霊と男に飲ませた後、沸かした湯で精霊の顔の汚れを軽く拭き、それからミレーラは塗り薬と包帯を手に男の元へ向かう。

「傷の手当てをするわ。上着を脱いでもらっても構わない？」

「ありがとう」と言いながら身を起こそうとする男を支えながら、なんの気なしに横顔を盗み見て、ミレーラはドキリと胸を高鳴らせる。

　黒髪に青い瞳が、カインを思い起こさせたからだ。でもカインは分厚いメガネをしなくちゃいけないほど目が悪かったわと、裸眼の彼とは別人だとミレーラは心の中で自分に言い聞かせた。

　そして上着を脱いで露わになった筋肉質な腕と、厚い胸板から慌てて視線をそらし、カインならもっとひょろっとしているはずよと、記憶の中のカインと重ならない体つきに再び心の中で訂正を入れる。

　ミレーラは気持ちを切り替えるように小さく息をついて、男の傷口の周りを拭いてから、塗り薬を塗り始める。痛むだろうに男はうめき声を一切上げることなく、ミレーラに身を委ねた。

「これで良しっと」

　包帯まで巻き終えると、ミレーラは肩の力を抜いて安堵の笑みを浮かべる。テーブルへと振り返ると、魔法薬が効いたのか青い精霊は目を開けていて、周りに集まってきている精霊たちをぼんやりと見つめている。

「ほら、その子も寝かせてあげて」とミレーラは精霊たちに声をかけてから、男と改めて向き合うが、引き締まった男の上半身を見て目のやり場に困り、慌ててクローゼットへ移動する。

「弟のだけど、良かったら着て。あなたが着ていた服は、明日にでも洗濯するから」

　弟のイニゴが、自分が泊まりに来た時の着替え用として置いていったシャツを、ミレーラは両手で広げ持って、羽織るような形で男の肩へかけた。

「喉は乾いていない？　食べられそうなら、何か作るわ。その方が回復も早いもの」

「いや。そこまで迷惑はかけられない」

「気にしないで。私がしたくてしていることだから」

「ふふふ」と笑いながら、ミレーラは台所へと移動し、いつもよりたんまりとある食材を眺めながら、何を作ろうかと考える。

「ちょうど昼間、食材を買い込んできたところなの。そうでなかったら、スープの残りを出すしかなかったわ」

「スープの残りがあるなら、それをもらえないだろうか」

「あ、いえ、スープって言っても、野菜の切れ端がちょっと入っている程度の粗末なものだし」

「じゅうぶんだ。お願いする」

　昼間にケネスから言われたことを思い出し、ミレーラはスープを出すのを躊躇する。しかし、男から向けられる温かみのある眼差しや、青い精霊からもじっと見つめられてしまえば、「わかったわ」と頷くしかなくなる。

　すぐにリオルがかまどに火をつけ、スープを温め直す。昼間のことから学んで、お皿も客人用に新しいのを用意しておくべきだったと後悔しながら、いつもミレーラが使っているお皿と、精霊たち用の小さなカップに、良い香りの湯気が立ち上るスープを注いだ。

「どうぞ」

　気乗りしないまま、まず男に、続けて精霊にもスープとスプーンを差し出す。

　男は匂いを胸いっぱいに吸い込んでから、スプーンを右手に持つが、痛みが走ったらしく、動きを止めて眉根を寄せる。それを見て、ミレーラは慌てて男の元へ舞い戻り、ベッドに腰掛ける。

「気が利かなくてごめんなさい。痛むわよね、食べさせてあげるわ」

「いや。スプーンを左手で持てばなんとかなる」

「今は甘えて良い時よ」

　あっという間にミレーラはお皿とスプーンを奪い取る。そして、スープを掬ったスプーンをそっと男の口元へ運ぶ。
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　男は少し気恥ずかしげな顔をするも、ミレーラに「ほら」と促され、口を開いた。

　与えられたスープをコクリと飲んで、男は口元に穏やかな笑みを浮かべる。

「美味しい。味も、あなたの優しさも、染み入るよ。ありがとう」

「大袈裟よ」

　照れ笑いしながら視線をテーブルに向けると、同じようにスープを飲んでいた青い精霊が満足そうな表情を浮かべていて、ミレーラはホッと胸を撫で下ろす。

　繰り返しスープを男の口へ運んで、あっという間に皿の中は空となる。

「朝になったら、ちゃんとしたものを作るわね」

　お皿を持って立ちあがろうとした瞬間、ミレーラの腕がそっと掴まれた。男の真摯な眼差しに捕らえられ、ミレーラは彼と見つめ合ったまま動きを止める。

「感謝する。この恩は必ず返す」

　力強い言葉に心を掴まれ、そして澄んだ瞳の輝きにカインを重ねずにはいられなくて、ミレーラはわずかに頬を赤らめる。

　そして微かな期待を込めて、問いかけた。

「私、ミレーラ・グローヴっていうの……あなたは？」

　男はやや間を置いて、ミレーラから目を逸らさぬままに答えた。

「テオバルト・ポーフォートだ」

　わかってはいたけれど、カインではなかった。ミレーラはそのことを少し残念に思うも、すぐに笑顔を取り戻し、テオバルトに笑いかける。

「テオバルト、ね。何もないところだけれど、あなたも精霊さんも、しっかり元気になるまで、ここでゆっくりしていってちょうだい」

　つられるようにテオバルトも微笑んで、「感謝する」と低く声を響かせて繰り返した。

















第二章　甘い蜜のようなひと時を












　ミレーラが真夜中に庭でテオバルトを拾ってから、もう一週間が経とうとしている。

　長閑のどかな昼下がり、リスたちが木の上から見守る中、ミレーラは薪割りをするべく、両手で斧を持って庭を進んでいく。途中、小屋の扉が開く音を耳にし、ゆるりと顔を向け、外に出てきたテオバルトへと微笑みかけた。

「服、きつくない？」

「問題ない」

　洗い換えのために、テオバルトはミレーラの弟イニゴの服を着ている。

　ふたりの身長はどちらもミレーラより頭ひとつ分ほど高く、同じくらいではあるが、テオバルトの方が筋肉質であるため、ミレーラには窮屈そうに見えるのだ。

　とは言え、この小屋に男物の服は弟が置いていった数着しかなく、しばらくは我慢してもらうしかない。

　テオバルトはミレーラが持っている斧に気づいたらしく、一気に歩み寄ってきた。

「ミレーラ、薪割りなら俺がしよう」

「ありがとう。けど平気よ。肩の傷にさわるし、まだまだ安静が必要だと思うから、テオバルトは休んでいて」

「俺も平気だ。世話になりっぱなしも心苦しいし、少しずつ体も動かしたい」

　テオバルトは戸惑うミレーラから斧をひょいと奪い取る。そのまま薪と向かい合い、力強く斧を振り下ろした。

　手際よく薪割りを終えたテオバルトにミレーラは感謝しつつ、ふたりで小屋の裏手にある薪置き場へと薪を運ぶ。

　小屋の中に入ると、テオバルトと一緒にいたハイネスという名の青い精霊と、ミレーラが契約している三体の精霊たちの姿が視界に飛び込んでくる。

　話し声は聞こえないけれど、精霊たちはそれぞれにキラキラと表情を輝かせていて、なんとも楽しそうな様子である。

　テオバルトだけでなく、ハイネスも少しずつ回復していることにミレーラはホッと胸を撫で下ろし、「紅茶を入れるわ。少し休憩しましょう」とみんなに声をかけた。

　入れた紅茶と午前に焼いたマフィンをテーブルに並べて、ミレーラも椅子に腰掛ける。

　あっという間にマフィンを平らげて紅茶も飲み干したリオルが、ミレーラの目の前までやってきた。身振り手振りから元の世界に戻りたいというのが伝わってきて、「わかったわ」とミレーラは頷く。

　テーブルの上に置いてある魔法の杖を手に取ってミレーラが魔法陣を呼び出すと、リオルは一度精霊たちへ振り返ってから、そこに吸い込まれるように姿を消した。

　残った精霊たちがマフィンを頬張り始め、ミレーラがその和やかな光景を微笑みながら見つめていると、テオバルトが感心したように呟く。

「精霊は用が済めばさっさと自分の世界に戻るのが普通だと思っていたよ。こうして一緒にお茶を楽しむなんて聞いたことない。ましてや、金色の精霊なんて四六時中そばにいるし、ミレーラは本当に精霊に好かれているんだな」

「シャーリーはとても優しい子なの。私がひとりで暮らしているから心配してくれているのよ。……でも本当に、私が精霊たちに好いてもらっているというのなら、とっても嬉しいわ」

　ミレーラはテオバルトに微笑みかけてから、テーブルの上で黙々とマフィンを食べているハイネスに目を止めて、気になっていたことを思い切って問いかけた。

「ハイネスも、彼の世界へ渡る体力くらい回復できたと思うし、そろそろいい頃合いだと思うのだけれど、あなたはあの子の契約主？　杖がないなら、私のを貸すわ」

　精霊もある程度までならこの世界で回復することは可能だが、完全回復するには、彼らの世界に戻ることが何より大切になってくる。

　自分の杖じゃないと十分に力を発揮できないこともあるが、他人の杖でも魔法陣を作って精霊たちの世界と繋ぐくらいは苦もなくできるはずだ。

「……そもそもあなたって、精霊師？」

　ミレーラは一番の疑問をテオバルトにぶつける。

　精霊と彼は互いに好意的な感情を持っているように見えるが、一方で、遠慮だったり気遣いだったりといったものも強く感じられ、気軽い関係ではないように思えた。

　あるいはテオバルトが精霊師として駆け出しで、精霊と契約して日が浅く、信頼関係もそれほど築けていないだけということもあるかなと想像しつつ、ミレーラは問いかけたのだが、それにテオバルトは首を横に振って答えた。

「精霊を見ることができるから、精霊がらみの任務を騎士団と共に任されたりするけれど、俺は精霊師ではない。行方不明になったハイネスを探していたら、誰かに攫われたという情報を掴んで、居場所も突き止めることができたんだが……」

「昔、精霊を攫う人もいると聞いたことがあるけれど、今もいるのね」

「あぁ、今もいる。けれど、今回攫った目的は俺だったんだ。まんまと罠に掛かってしまった」

　聞かされた事実にミレーラは目を大きく見開き、彼は一体何者なのだろうと不思議になる。

「なんとか精霊を取り返したが、相手も手強くて、途中で仲間とはぐれてしまったこともあり、この有様だ。精霊にも怪我を負わせてしまった。俺のせいで大切な精霊を巻き込んでしまったと、彼の契約主にしっかり謝罪をしなくては」

　確かに筋肉質な体つきのテオバルトは、武器を使わない精霊師のイメージと真逆だ。ミレーラは納得しながら聞いていたが、テオバルトの表情が曇っていくのに気づいて、思わず彼の手を両手で包み込んだ。

「悪いのはあなたをおびき出すために、この子を攫った人よ。テオバルトは深い傷を負っていても、あの子を離さなかったんだもの。……その、なんて言うか……誰がなんて言おうと、あなたはあの子を守り切ったわ！　私はそう思う！」

　あの夜、テオバルトを見つけた時、彼は朦朧としていたにもかかわらず、精霊を守るように両手で覆い、なかなか離さなかった。その様子を、ミレーラはしっかりと覚えている。

　ミレーラは身を乗り出して、テオバルトの大きな手をぎゅっと握りしめた。テオバルトは、真っ直ぐに自分を見つめて必死に励ましてくるミレーラに、ほんの一瞬呆気に取られてから、微笑んだ。

「俺と精霊がこうして無事なのも、ミレーラのおかげだ。ありがとう」

　テオバルトの優しい眼差しにミレーラの鼓動がわずかに跳ねて、頬がじわりと熱を帯びた。途端に気恥ずかしくなって、ミレーラは慌ててテオバルトの手を離し、「私は別に何もしていないわ」とモゴモゴ言い返す。

　明らかに照れている様子のミレーラにテオバルトはこっそり苦笑いし、それからハイネスへと視線を向けた。

「そうだな。早く契約主の所に返してやらないといけないよな」

「契約主のいる場所はここから遠いの？」

「オードアティの東に位置する町、アルミラにいる。ここからだと、馬を走らせて五日といったところだ」

　アルミラはメルブルック国からオードアティ国へ入ると最初にたどり着く町で、昼間にミレーラが行った町とは比較にならないほどに栄えていると噂に聞いている。

　ぽつりと返されたテオバルトの言葉が、ミレーラの浮かれていた心に釘を刺し、ちくりとした痛みを与える。

　精霊を契約主の所に早く返すべきなのは分かっているし、今さっきも彼にそう言ったくせに、ミレーラの中に自分勝手なためらいが生まれたのだ。

　いくら馬を走らせて五日ほどの場所とは言え、アルミラはオードアティだ。自国から出るのは通行証など様々な物が必要で、お金もかかり、容易なことではない。

　そこでミレーラは、町で会った騎士が、オードアティの騎士だったのを思い出す。

　もしかしたら、騎士が探していた怪我をした精霊とは、ハイネスのことかもしれないと予想する。今の今まですっかり忘れていた自分に対してため息がでかけた。

　騎士はテオバルトの仲間だろうか。いや、精霊を攫った輩という可能性も捨てきれない。

　ミレーラはそんなことをぐるぐる考えたのち、精霊を探していた人がいることを言えば、テオバルトならどちらか予想がつくだろうと頭の中で結論を出した。

　早速、テオバルトにその時の事を話そうとする。……しかしまたしても、ミレーラの心の中にある我が儘な気持ちが、それを思い止まらせた。

　騎士がテオバルトの仲間ならば、すぐにでも合流し、精霊を連れてアルミラに戻ろうと考えるだろう。そしてそれは、彼が自分の元を去ってしまうことを意味している。

　もちろん、いつか必ず別れがやってくるのはわかっている。けれど、もう少しだけ、あと少しだけでも、テオバルトがここにいてくれたら良いのにと、ミレーラはどうしても思ってしまうのだ。

　結局、騎士に関しては言い出せず、ミレーラは後ろめたさを感じながらも、自分の気持ちから目をそらすように違う話題を口にし始める。

「近くの町に布を売りに来ていた行商からアルミラの話を聞いたことがあるわ。とっても洗練されていて素敵な場所みたいね」

「アルミラは元々学者たちの町として有名で、面白い人たちがいっぱい住んでる。オードアティ国内でも異彩を放っていたけれど、もうすぐ魔法学校の建設が完了するから、これからは学問の町としても盛り上がっていくはずだ」

「魔法学校。……国家精霊師になるための勉強もできるのかしら」

「あぁ。もちろん。そこでしっかり学べば、立派な国家精霊師になれるだろう」

　それを聞いて、ミレーラはオードアティで学びたいという夢をより強くする。良いことを聞いたわと目を輝かせた一方で、ふと疑問が浮かぶ。

「とっても詳しいのね……もしかして、あなたもアルミラに住んでいるの？」

　口ぶりから、ふとそんな気がしてミレーラが問いかけると、テオバルトはなぜか苦笑いをして、ゆっくりと首を横に振る。

「いいや。でも、俺はオードアティ出身だ。居住地はシェイン」

「まぁ！　首都のシェインなのね。私の大切な友人も、シェインに住んでいるのよ。いつかまた会いたい。……ううん、会いにいくわ。絶対に」

　真剣な面持ちで告げたミレーラに、テオバルトは浮かべていた笑みを引っ込めて、少し強張った声で尋ねる。

「大切な友人……それは男か？」

「えぇ。そうよ。昔、同じ学校で学んでいた人。今頃、彼はどうしているかしら。カイン・ケットジーという名なのだけれど……知らないわよね？」

「……知らないな。そいつが好きだったのか？」

　ずばり聞かれ、ミレーラはほんの一瞬息をのむ。そしてわずかに頬を染めながらも、こくりと頷いた。

「……実は初恋の相手なの」

　カインの事を頭に浮かべながら、幸せそうにミレーラが微笑んだ瞬間、テオバルトがミレーラの手をそっと掴み取る。

「ミレーラ」

　名前を呼ばれただけでドキリとミレーラの鼓動は跳ね、自分を見つめる澄んだ瞳から目を反らすこともできず、彼と見つめ合う。

「なぁ。まだ気づかないか？」

「……な、何を？」

　自分は何か見落としていることがあるのだろうか。ミレーラはそんな風に考えるも答えは見つけられず、胸の高鳴りを感じつつテオバルトをただじっと見つめ返した。

　しかし、シャツの襟から見え隠れする包帯が視界に入り込むと、ミレーラはハッと目を大きくし、掴まれていない方の手を伸ばす。

「あっ！　血が滲んでしまっているわ。やっぱりさっきの薪割りがいけなかったのよ。薬を塗って、ガーゼや包帯も取り替えましょう」

　ミレーラはテオバルトが着ているシャツの襟をそっと摘んで引っ張り、肩から胸にかけて巻いている血の滲んだ包帯を覗き込んだあと、大変だわとばかりに椅子から立ち上がる。

　あたふたしながら魔法薬の残量を確認しに行ってしまったミレーラを、テオバルトは呆気に取られた顔で見ていたが、やがて、堪えきれないように嬉しげな笑みを浮かべ、着ているシャツのボタンを外し始めた。

「そう言えば、なんでこんなところでひとり暮らしをしているんだ？　若い女がひとりで、危ないだろ」

　テオバルトから思い出したように問いかけられ、ミレーラは彼に背を向けたまま、魔法薬の瓶を見つめた状態で数秒動きを止める。

「色々反発したいことがあって、家を出てきてしまったの」

　言葉を選びながらそこまで言って、ミレーラはいったん口を閉じる。

　好きでもない相手から結婚を迫られたら、テオバルトならどうするかを聞いてみたいという思いが一気に強くなっていく。

　そして、先ほど教えてもらったオードアティの魔法学校のこともある。国家精霊師を目指していることを言えば、何か助言もしてくれるのではと勝手な期待まで膨らませていった。

　勢いよく振り返り、「実は」と話を切り出そうとしたミレーラだったが、いつの間にかシャツは脱がれ、露わにされた逞しいテオバルトの上半身が視界に飛び込んできて、再び動きが止まる。

「……あ、あの……えぇと……そ、そう！　川から水を汲んで来るわ。すぐそこだから、ちょっと待っていて」

　数秒後、顔が一気に熱くなるも、ミレーラは平常心を保っている風に必死に表情を取り繕う。

　しかし、水桶を取りに行こうとする途中で躓きそうになったりと、動揺していることは隠し通せず、そんな姿にテオバルトは苦笑いする。

　傷まわりを拭くための布も準備しておこうかしらと、ミレーラが部屋の中を行ったり来たりしていると、窓枠に三羽の小鳥たちがとまり、騒がしく鳴き声を上げ始めた。

「誰か来たのかしら？」

　ミレーラが足を止め、まさかと思いながら扉と精霊たちに交互に目を向ける。

　鳥たちが騒いでいるから、小屋に何かが近づいて来ているのは確かだ。それが狼などの危険な動物だとしたら、精霊たちも立ち上がり追い払うのに手を貸してくれるだろう。しかし今彼らは、多少外を気にしていても、危機迫るような様子ではない。

　そうなると考えられるのは、近づいてきているのがミレーラの知り合いかもしれないということだ。こんなところにやってくる知り合いですぐに思い浮かんだのはケネスの顔で、ミレーラはテオバルトを横目で見た。

　小屋の中に男がいたら、しかも、その男が上半身裸の状態であるのを目にしたら、ケネスは怒り狂うかもしれない。

「ねぇ、テオバルト。脱いでもらったところ悪いんだけど、シャツを羽織ってくれる？」

　ミレーラの言葉にテオバルトも扉をちらりと見て察したらしく、「わかった」と脱いだシャツに手を伸ばす。同時に椅子から立ち上がり、身を潜めるように部屋の隅へ移動した。

　なるべく室内に入らせないよう小屋の外で追い返すべきかもしれないとミレーラは水桶を持ち直して歩き出すが、あと少しのところで、扉は開かれてしまった。

「お姉ちゃんいる？」

「チェリー！」

　断りもなく扉を開けて顔を覗かせたのは、ケネスではなく、ミレーラと同じブロンドの髪と緑色の瞳を持つ、妹のチェリーだった。

　なんだチェリーかとミレーラは思わず胸を撫で下ろすが、家の中を見られたくなくて、すぐにチェリーの目の前に立った。

「急にどうしたの？　何か用事でも？」

「……用事というほどのものはないんだけど、お姉ちゃんと少し話がしたいなと思って」

「そう。なら外で聞くわ。水を汲みに行きたいの」

「嫌よ。ここまで来るので疲れたもの。私、中で待っているわ」

　ミレーラに対し、チェリーは不満の声を上げつつ、何気ない様子で右へと体を傾けて、小屋の中を覗き込もうとする。すぐさまミレーラも左に体を傾けて、チェリーの視界を遮ろうとした。

　チェリーはその行動にムッと顔を顰しかめ、ミレーラを押し退けて室内へと入り、そのまま真っ直ぐ椅子へと向かっていく。

「可愛い妹がわざわざ来てあげたんだから、意地悪しないでよね。まったく……」

　しかし、視界にテオバルトの姿が入った瞬間、目を見開いた状態で足を止める。

「う、嘘でしょ。男がいる」

　チェリーは驚いて半開きになった口元を手で覆い隠した。

　最初はその表情に、見知らぬ男に対しての怯えの色も混ざっていた。しかし、テオバルトの整った顔から、羽織っただけでボタンを閉じていないため露わになっている逞しさ溢れる腹筋へと目線を下げていくうちに、徐々に頬を赤らめていく。

「お姉ちゃん、恋人がいたんだね。ご、ごめんね、私、邪魔しちゃったみたい」

　チェリーの発言から、自分とテオバルトとの関係をいかがわしい方向に勘違いしていると気づくまでに、ミレーラはたっぷり数秒かかった。つられて頬を赤くしながら、首を横に振りつつ、チェリーにすぐさま歩み寄る。

「ち、違うわ！　彼、怪我をしていて、それで私が看病していて、邪魔したとかそういうことはないから。今もほら、傷口のあたりを拭こうと思って、水を汲みに行くところだったの」

　否定はしたが、焦って必死な様子のミレーラへ、チェリーは怪しいといった風に視線を返す。そのやり取りに、テオバルトは小さく笑って、羽織っているワイシャツにそっと手をかけた。

「本当です。あなたの姉上は、俺の命の恩人だ」

　巻いている包帯が見えるようにテオバルトが肩を見せると、姉妹揃って気恥ずかしげに視線をそらした。

「……そ、そうよね。こんな素敵な男性がお姉ちゃんの恋人だなんて。そんなの有り得ないわ」

　チェリーがぽつりと呟いた独り言に、ミレーラは「え？」と反応し、姉妹は顔を見合わせる。チェリーはゆっくりとテオバルトに視線を戻し、気付いたことに大きく目を見開いた後、慌てて彼へと向かって行った。

「包帯に血が滲んでいるじゃないですか。どうぞ座ってください」

　チェリーはテーブルの椅子へとテオバルトを誘導しようとしたが、途中で思い直したように誘導先をベッドに変更する。テオバルトも「いや、平気だ」と告げるも、チェリーの押しに負けて、結局はベッドに腰を下ろすこととなる。

「……まさか。ふたりで一緒のベッドに寝ているの？」

　ハッとした表情を浮かべてから、チェリーは部屋の中をキョロキョロ見回し、困惑気味に問いかける。

「私は、そっちの隅で寝てるわ」

　すぐにミレーラは、ベッドとは反対側にあたる部屋の隅を指差した。その辺りで藁を敷いた上に布をかけて、寝床にしているのだ。

　と言っても、ミレーラをそこで寝かせるのはテオバルトは気が引けるようで、寝床を交換させられる夜もあったりする。

　怪我人を粗末な寝床に寝かせたことをチェリーから非難されそうで、ミレーラはそれ以上語らず、口を閉じた。

　チェリーは「そう」と少し満足げに微笑んでから、ミレーラへと振り返り、扉を指差す。

「お姉ちゃん、なにぼんやりしているのよ。水を汲みに行くんでしょ？」

「えっ、えぇ。そうね……行ってくるわ」

　途中で「チェリーも一緒に」と出かけた言葉は、小さなため息に変わる。

　チェリーの興味はテオバルトへと移ってしまったようで、「改めまして、私、チェリー・グローヴと申します。あなたのお名前を伺っても？」とすっかり彼しか見えていない様子だったからだ。

「お水汲んできます」と小声で言い残し、ミレーラはずっと抱え持っていた水桶と共にのろのろとした足取りで小屋を出た。

　すぐ裏手に流れている小川で水を汲んでいる間も、ふたりのことが気になって、ミレーラは何度も小屋に視線を向ける。

　チェリーは姉であるミレーラには時折毒を吐くこともあるが、他の人に対しては昔から人見知りもせず快活だ。気に入った男性に積極的に近づいていく様子も、ミレーラはこれまで何度も目にしている。

　そんな彼女だから交流関係も広く、また多くの男性から好意を持たれやすい。精霊に傾倒している姉のミレーラよりも、縁談の申し込みの数が段違いに多いのも納得がいく。

　そして、先ほどの態度から察して、チェリーがテオバルトを気に入ったのは明らかで、今頃は出身だったり恋人の有無だったりと、彼を質問攻めにしていることだろう。

　テオバルトもチェリーを気に入るかも知れない。仲良く話しているだろうふたりを想像しただけで心が妙に重苦しくなり、ミレーラは桶の中の水面に映る暗い顔の自分に向かってため息をつく。

「仮にテオバルトがチェリーを気に入ったからって、どうだっていうのよ。別に私には関係ないわ。怪我が回復してここを離れたら、どうせ彼だって私を忘れてしまうもの」

　カインだって私のことなどとっくに忘れているかもしれないと、ミレーラは表情を曇らせる。頭の中でテオバルトにカインの面影が重なり、寂しさが二倍に膨らむ。

　とは言え、オードアティに行く夢を叶えて、またカインに会いたいという思いには変わりなく、それが心の支えになっているのも事実だ。

「……忘れていたら、思い出させればいい！」

　胸の重苦しさを吹っ切るように強気に言い切って、ミレーラは勢いをつけて水桶を持ち上げた。

　小屋に戻ると戸口のところでいったん立ち止まり、足元に水桶を置く。扉を押し開けると同時に、やはり中から楽しげなチェリーの声が聞こえてきてミレーラはつい顰めっ面になる。

「オードアティのどこに住んでいるの？　落ち着いたら、遊びに行きたいから教えて」

「ミレーラにはお礼をしたい。いずれオードアティに招待したいと思っているから、予定が合うようなら、妹君もその時一緒に来るといい。可能な限り、案内して回ろう」

　テオバルトが返答に困っているようならすぐに助けようとミレーラは考えていたが、彼はチェリーの質問をさらりと返していた。しかも自分をオードアティに招待したいと言ってくれたことが嬉しくて、思わず笑みが浮かぶ。

　いつか本当にそんな日が来るといいなという希望が生まれ、ミレーラの心を温かくさせた。

「なんだか私……あなたから目が離せないみたい。私の知っている男性の中で、あなたが一番素敵だわ。……恋人はいるの？」

　しかし、続けてうっとりとした、それでいて甘えているようにも聞こえる口ぶりで発せられたチェリーの言葉が、ミレーラの顔から笑みを消す。

　心の中はざわつき、今すぐふたりの間に割って入りたいのに、テオバルトの恋人の有無は自分にとっても気になるところで、ミレーラは一歩が踏み出せない。

「……いや」

　少しの間を置き、テオバルトが否定する。それにホッとしたのに気づき、ミレーラがそんな自分に動揺していると、再び中からチェリーの明るい声が聞こえてくる。

「いないなら、私、恋人に立候補しちゃおうかしら」

　チェリーの発言に、テオバルトが「物好きだな」と小さく笑って、チェリーが「私、本気で言ってるんですけど！」とちょっぴり不貞腐れたように続け、ふたりの笑い声が重なる。

　会ったばかりとは思えないくらいにふたりが打ち解けているように聞こえてしまえば、今度は小屋の中に入りづらくて、ミレーラは扉の前から動けない。

「家出なんてしたあげく、こんなところで生活を始めたお姉ちゃんのことを、愚か者だって思ってたけど、あなたみたいな素敵な人と出会える運の良さが今は羨ましくて仕方ないわ……ねぇ。こんなところにふたりっきりで変な気分にならない？　本当はお姉ちゃんと男女の関係になっていたりして」

「ならないよ。恩を仇で返すようなことはしない」

「そう。あなたはお姉ちゃんを異性として見ていないのね。良かった」

「ならない」とテオバルトにはっきり否定され、チェリーが言うように異性として見られていないことを知り、ミレーラはちくりとした胸の痛みと共にわずかに瞳を伏せた。

「私、しばらくここにいようかしら。あなたが元気になるように、一緒に看病するわ。……あなたにドキドキして、もしかしたら色々と看病に熱が入っちゃうかも」

「色々？」

「そう。例えば……」

　ギシッとベッドが軋んだ音を耳にした瞬間、ミレーラの感情の糸がぷつりと切れた。

　扉を力一杯開け放ち、ずんずん小屋の中へと突き進み、目にした光景に息をのむ。

　ベッドに腰掛けて、身を後ろへ引き気味のテオバルトの両肩へとチェリーは手を置き、キスを迫るように顔を近づけていたのだ。

「チェリー！　なに考えてるのよ！　離れなさい！」

　気がつけば、ミレーラは叫んでいた。そして、一気にふたりへと近づいてチェリーの腕を掴むと、テオバルトから引き離す。

「や、やだ。そんなに怒らないで」

「彼は絶対安静なんだから、帰ってちょうだい」

「でも、人手があったほうが良いでしょ？　私、しばらく泊まって……」

「必要ないわ。もう一度だけ言うわね。帰ってちょうだい」

　気まずそうに苦笑いしているチェリーの背中を押して扉の前までくると、ミレーラは扉を押し開けて、外へと出るように手を差し向ける。

「お姉ちゃんこそ、婚約者がいるんだから弁わきまえないとだめなんじゃないの？　もしあの婚約者様に男といることがバレたら、酷い目に遭うのはお姉ちゃんじゃなくて、彼なんだから」

　チェリーの言葉に、ミレーラは思わず押し黙る。しかし、「帰って欲しい」という意思は変わらず、促すように再び外へと手を差し向けた。

「お邪魔しました」と不満そうに吐き捨てて、チェリーは肩を怒らせながら小屋を出ていった。

　その後ろ姿を見つめていると、わざわざ来てくれたのに無理に追い返してしまった罪悪感がミレーラの中に芽生えた。もう少し冷静に対処すべきだったと、今更ながら頭に血がのぼってしまった自分を情けなく思った。

「フレッド」

　呼びかけるとすぐさま自分の元へやってきた銀色の精霊に、ミレーラは弱々しく笑いかける。

「森を出るまでで良いから、妹を見送ってくれる？」

　フレッドは任せてとばかりにこくりと頷き、そのままチェリーに向かって飛んでいった。

　ミレーラは戸口に置きっぱなしだった水桶を室内に入れ、扉も閉めたあと、ベッドに座ったまま笑いを堪えているテオバルトをばつが悪そうに振り返り見た。

「い、妹がごめんなさい。根は悪い子じゃないんだけど、自分に正直すぎるところがあって……気を悪くしないで」

「平気だ。むしろ、素敵だと褒められたし、悪い気なんてするわけない」

「……そう。それなら良かったわ」

　ミレーラの心の中でモヤモヤとした感情が湧き上がり、うまく笑えないままそれだけ返した。

　やっぱりテオバルトも、チェリーのように明るくて素直な子を好ましく感じるわよねとそんなことを考えてしまい、ミレーラは俯きがちになりながら、水桶をベッド脇まで運んでいく。

「積極的な子だ。危うく唇を奪われるところだった」

　楽しそうにそんなことを言って、テオバルトは指先で己の唇に触れる。それを見て、ミレーラの頭に先ほど目にしたチェリーがテオバルトに迫っていた光景が蘇り、水桶を持つ手に力がこもる。

　テオバルトが、していたかもしれないチェリーとの口づけを想像しているのではと考えると面白くなくて、ミレーラは不満げにため息をついた。

「ところで、さっき言っていた話だけど……ミレーラには婚約者がいるのか？」

　不意に真剣な顔で話を切り出してきたテオバルトに、ミレーラはぷいとそっぽを向き、モヤモヤとした感情を八つ当たりの様にぶつける。

「婚約者っていうか、私みたいなのでも欲しいと言ってくれる男性がいるのよ……それより、いいところを邪魔しちゃったみたいで、ごめんなさい。私よりもチェリーの手厚い看病がご所望でしたら、呼び戻してきますけど」

　テオバルトは驚いたように目を大きくした。

「嫉妬しているのか？」

「しっ、してないわよ！」

「嫉妬してくれたんだな」

「だから違うってば！」

　テオバルトから楽しそうに響いた言葉に、ミレーラはムキになって否定する。しかし、言われて初めて自分が嫉妬していたことに気付かされ、ミレーラは気まずさから彼と目を合わせていられなくなる。

　泣きそうな顔で視線を外したミレーラに、テオバルトはちょっぴり意地悪く微笑む。

「そうだな。色々と手厚く看病してもらえるらしいし、男としては魅力的な話だ」

　口調から揶揄われているのがわかり、ミレーラはたまらず声をあげた。

「わかったわよ。呼び戻してくるわ。私、今日は戻ってこないから、どうぞごゆっくり！」

　ミレーラは水桶をその場に置いて、踵を返し、扉へ向かおうとしたが、途中で、後ろから腕を掴まれ、そのまま引き寄せられた。

「俺は彼女よりも、ミレーラからの手厚い看病を所望する」

　テオバルトに後ろからぎゅっと抱きしめられたまま、耳元で甘くねだるように囁きかけられ、ミレーラは軽く混乱する。視線を上げれば、すぐそこにテオバルトの美麗な顔があり、頬が一気に熱くなっていった。

「そ、それって変な意味じゃないわよね。だ、大丈夫よ、最後まで見捨てないから心配しないで。テオバルトが全回復するまで、しっかりお世話するわ」

「いや、そういう意味で合ってるよ。例えば、こんな風に……」

　先ほどまで自分の唇にそうしていたように、そっとテオバルトの指先がミレーラの唇に触れる。焦れるようになぞった後、ゆっくりと顔が近づき、今度は温かで柔らかい唇で直接触れてきた。

　テオバルトの口づけに、ミレーラは呆然としたまま、薄く形の良い唇と綺麗で澄んだ青色の瞳へと交互に視線を向ける。

　そこで、残っていた金と青のふたりの精霊が、ミレーラとテオバルトのただならぬ雰囲気を察したのか顔を赤らめる。ソワソワしながら、ふわりと浮上したのち、空いていた窓から外へと出ていった。

「気を利かせてくれたみたいだな」

　テオバルトは小さく微笑み、そして再びミレーラを真っ直ぐに見つめる。

　再び近づいてきた唇を受け入れるようにミレーラが目を閉じると、小さな音を立てながら唇が繰り返し重なり合う。

「……はぁっ……っ」

　ミレーラから甘ったるい吐息がこぼれ落ちたのをきっかけに、口づけはより深いものへと変わっていった。

　舌先で舌を絡め取られ、息をつくのもおぼつかない。恋人でもなんでもない相手に翻弄され、拒否すべきなのは頭でわかっていても、少しも嫌じゃなく、むしろテオバルトとの口づけに夢中になっていく。

　しかし、ミレーラは男性との口づけなど初めてのこと。どうしたらいいのかわからないまま、ただぎゅっとテオバルトのシャツを掴んで、唇を、舌を受け止める。

　ミレーラの戸惑いやぎこちなさが伝わったのか、テオバルトは細腰を抱き寄せたまま問いかけた。

「男と、こうするのは初めてか？」

　呼吸を乱しながら、ミレーラはテオバルトからの問いかけにこくりと頷く。

「……私、なにもわからないから。妹のようにはいかなくて」

　男の人には物足りない口づけだったのかもしれないと考えて落ち込みかけたミレーラの額に、テオバルトが口づける。ハッとして視線を上げると、すぐに真剣な眼差しと繋がり、ミレーラの鼓動がトクリと跳ねた。

「初めてか。じゃあ、俺がすべてもらってもいいか？　俺もミレーラが欲しい。誰にも渡したくない」

「す、すべてって……あの……つまり、そのっ」

　詳細を言葉に出来ず、顔を真っ赤にして固まっているミレーラをテオバルトが横抱きにし、そのままベッドへ進んでいく。

　困惑している間にミレーラはベッドに降ろされ、そのままテオバルトが覆いかぶさる。

「まっ、待って。わ、私と一緒にいても変な気分にならないんでしょ？」

「ミレーラを傷つけたくないから、そう言ったまでだ。実際は、理性を保つために必死だったよ。俺を見て赤くなるミレーラが可愛くて、こうして触れたくてたまらなかった」

　テオバルトはミレーラの頬へと慈しむように触れ、そのまま口づけを落とした。首筋を舌先でなぞり上げられ、ミレーラは体をピクリと反応させ、吐息を漏らす。

　そして、ミレーラの胸元の紐を解くと、身につけていたドレスを肩から優しく脱がし、徐々に胸を露わにしていく。

「……だっ、だめ。恥ずかしいから……見ないで」

「それはもう無理なお願いだ」

　ミレーラの甘えるように訴えかける声も、たまらないと言った様子で目をわずかに細めてから、テオバルトは纏っていたシャツを脱ぎ捨てた。そして、自分の目の前に晒したふたつの膨らみを両手で優しく包み込むように、やわやわと揉む。
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　指先で先端に触れれば、すぐにそこは誘うように固く主張し始め、テオバルトは敏感になった突起を執拗に指先でいじる。

「やっ……んっ」

　テオバルトは恥ずかしそうに身を捩よじるミレーラの胸を片手で揉みしだきながら、もう片方の乳房の先端を口に含む。音を立てながら吸われたり、舌先で転がされたりするたび、ミレーラが甘い声をあげた。

　優しく丁寧に、時には乱暴にいじられ、ミレーラは快楽に襲われる。下半身が熱くなり、どうしたらいいのかわからないまま、太ももを擦り合わせてもじもじしているうちに、ドレスをすべて脱がされ、ミレーラはショーツだけの姿となった。

　胸から太ももへと移動した手が、ショーツの中へと侵入し、ミレーラの秘部をなぞりあげた。

「あっ、んんっ」

「もう濡れてる」

　ぞくりと震えるような気持ちよさと、「濡れている」と指摘されたぬるりとした感触への恥ずかしさ、そして堪えきれずに出てしまった甘い声。初めての経験に、ミレーラの目にわずかに涙が滲む。

　テオバルトはミレーラを見下ろしたまま、濡れそぼったそこに指先をぐぐっと差し込み、ゆっくりと動かし始める。ミレーラは初めこそ顔を歪めていたが、グチュグチュと水音が響き始めるにつれ、表情に快楽の色が混ざり出していく。

「ミレーラ、気持ちいい？」

「……あっ、んんっ……テオ、あんっ……」

　気持ちいい。そう答えるのが恥ずかしく、それ以上に余裕もなく、ミレーラが目をそらせば、テオバルトは熱っぽく「ミレーラ」と繰り返し呼びかけ、徐々に指の動きを激しくしていく。

「んんっ。だめっ……私、おかしくなっちゃう……あぁっ！」

　気持ちのいいところをしっかりと攻められ、ざわりと込み上げてきた快楽の波に飲み込まれ、ミレーラの体がびくんと震えた。

　怖いほどの気持ちよさに呆然とし、荒く息をつきながらミレーラはテオバルトを見上げる。

　すると、テオバルトはミレーラの中から指を引き抜き、垂れ落ちるほどに指先に絡みついている透明な糸を、恍惚な顔でぺろりと舐めて見せた。

　自分の淫らさを見せつけられ、しかも、テオバルトの指先の余韻がまだ自分の中で蠢いてもいて、ミレーラは羞恥に駆られて両手で顔を覆う。

「恥ずかしい。こんなに私、はしたなくて」

　テオバルトはミレーラの手を掴み取って、甲に口づけた。

「俺には、すべてが愛らしくてたまらないよ」

　優しい微笑みと共に、ミレーラの額、頬、唇へと口づけを落としていく。

「ひとつになろう。俺に抱かれたことを後悔させない。一生をかけて、ミレーラを大切にする」

「……テオバルト」

　あなたになら、すべてを捧げてもいい。ミレーラはその思いを伝えるように頷く。

　一生をかけて、という言葉が聞こえたような気がしたが、何もかも初めてのミレーラにはそれを気にする余裕はなかった。

　ショーツが脱がされ、続けて、テオバルトも下をすべて脱ぎ去る。悠々と聳り立つそれからミレーラは慌てて目を逸らした。

　男性器を目にするのは初めてだ。想像していたよりも太く大きいと感じてしまい、ミレーラは怖気付く。

　自分の左膝を掴んだテオバルトの手を、ミレーラは咄嗟に両手で抑える。

「……あ、あの。ど、どうしよう……私、どうしたら……そんなに大きいものが入るの？」

　混乱気味のミレーラの前髪を指先ですくように撫でて、テオバルトは微笑む。

「大丈夫。力を抜いて、俺に委ねて」

　ぬらりと淫らに輝くミレーラのそこへと、テオバルトは己の固く起立し、熱く脈打つ男性器の先端をあてがう。

　愛液が溢れ出すミレーラの狭い入り口を、テオバルトの形に押し広げながら、ぐぐっと押し込んでいく。

「……んっ……くっ」

　顔を歪めながら必死に痛みに耐えるミレーラの耳元へとテオバルトは顔を寄せ、柔く甘噛みしてから、少し余裕なさげに囁きかける。

「俺もずっとミレーラのことを大切に想ってきた。準備が出来次第、会いに行くつもりでいたんだ」

「……え？　……それってどういう……あっ、んっ……んあっ、はぁん」

　時折、痛みに唇を噛みながら、ミレーラはテオバルトに言葉の意味を問う。しかし、ミレーラの秘部がテオバルトのそれをしっかりと飲み込むと、しなやかな腰の律動が始まり、ミレーラはそれどころではなくなっていく。

　痛みが快楽にすり替わっていけば、ミレーラの矯声も一段と甘くなる。

「ずっと胸を焦がしていた。ミレーラを抱きたいと思う夜もあった。今こうして、乱れるあなたが見れて、最高に幸せだ」

「あっ、んっ、んっ……テオ……だめっ、あっ、」

「好きだよ。ミレーラ」

　腰をミレーラに打ち付ける音に、ぐちゅぐちゅと艶やかな水音も合わさる。ミレーラの甘く乱れる様に、テオバルトは淫美に顔を歪め、抽挿を激しくしていく。

　やがて、争うことのできない快楽の波が再び込み上げてきて、ミレーラは甘く声をあげて体をしならせた。

　そしてテオバルトも、余裕を奪われたように低くうめき、きつく締め付ける膣から蜜まみれの自身を引き抜き、ミレーラの綺麗な白い肌の上へと白濁した液体を放つ。

　ふたりは呼吸を乱したまま視線を通わせたのち、恥ずかしそうに、しかし幸せいっぱいに微笑みあった。

















第三章　愛しい正体












　テオバルトとミレーラが愛し合ってから三日が経った。

　食材も、いつもならまだ平気だが、毎食多めに用意しているからか、心もとなくなってきている。午後にでも町へ魔法薬を売りに行こうと、ミレーラは朝早くから魔法の杖を振り、作業台代わりのテーブルの前に立ち続けている。

　右手に魔法の杖、左手に丸底フラスコを持って、ブツブツと回復の呪文を唱えると、テーブルの上に立っていたシャーリーが祈るように両手を組み合わせ、目を瞑る。

　すると、小さな精霊の体が輝き始めた。その眩さはやがてフラスコの中へと吸い込まれ、液体に溶け込んでいく。

　ミレーラは右手首を動かしながら、中身の液体を攪拌かくはんさせる。シャーリーの輝きが収まるのを待つ間、ちらりとベッドにいるテオバルトへと目を向けた。

　彼はベッドに腰をかけ、足を組んでいる。本棚に置いてあった精霊に関する書籍へと真剣な眼差しを注いでいる。

　整った美麗な顔に、ミレーラが見惚れていると、テオバルトがわずかに眉根を寄せて、指先で前髪をいじった。

　その仕草に思わずミレーラは目を大きく見開く。かつて学友だったカインも同じような癖があったため、ふたりの姿が重なって見えたからだ。

　テオバルトとカインは似ているわ。ミレーラは改めてそう感じ、ここ三日間、ずっと抱えている疑問が心の中で大きく渦巻き出す。

　テオバルトに抱かれたあの時、初めての行為で一杯一杯だったため、ミレーラははっきり覚えていないものの、彼から「ずっとお前を想っていた」みたいなことも言われたような気がするのだ。

　それをなんとか思い出そうとするのだが、その度、テオバルトのたくましい胸元に触れた感触や、貫かれた甘美な余韻が体の奥底で熱く蠢くように蘇ってくるため、恥ずかしくなり途中で断念する羽目になる。

　何て言ったか本人に聞いてしまえばいいのに、聞けば、相手も自分との行為を頭の中で反芻するかもしれないのがやっぱり気恥ずかしくて、なかなか切り出せずにいる。

　不意にテオバルトは視線をあげ、ミレーラへ苦笑いする。

「俺じゃなくて、そっちに集中しろ。金色の精霊が困ってるぞ」

　ミレーラはハッとし視線を戻すと、すでにシャーリーから輝きは消え、テオバルトと同じように苦笑いでミレーラを見つめている。

「ご、ごめんね！　ちょっと考え事してたわ」

　あらかじめ準備していた薬草のエキスが入っている試験管を、慌てて試験管立てから引っ張り出したが、手元が狂い取り落としてしまう。薬草のエキスをテーブルの上に撒き散らしながら試験管はコロコロと転がって、そのまま床の上へと落下する。

　割れた音に、ミレーラは「あぁ」と嘆きの声をあげ、その場にしゃがんで拾い上げようと手を伸ばした。

「……いたっ」

「大丈夫か？」

　いつの間にかやって来たテオバルトがミレーラの傍らに腰をおろし、ミレーラの手を掴み取る。指先をわずかに切ってしまったらしく、ぷくりと血が赤く盛り上がっているのを見ると、そのままテオバルトはミレーラの手を引いて立ち上がった。

　流し台へ連れていくと、水桶から小さな柄杓ひしゃくで水をすくい、ミレーラの傷口を洗う。

　そして、彼はミレーラをベッドに座らせると、棚の中から傷用の塗り薬と包帯を手に舞い戻る。

「平気よ。放っておけば治るわ」

「放っておけるか。この綺麗な手に傷が残ったら嫌だろ？」

　綺麗な手と言われ、ミレーラは思わず頬を赤くし、そのまま黙ってテオバルトの手当を受けた。

　包帯まで軽く巻き終えたあと、テオバルトはミレーラの隣を離れ、割れた試験管を手早く拾い上げ始める。

「わ、私がやるわ」

「良いから座っていろ。世話になってるんだ。これくらいさせてくれ」

　そう言って、こぼれた薬草のエキスまでも拭き始めた彼を見つめて、「テオバルト、ありがとう」と、ミレーラは声をかける。

　すると、振り返って微笑みかけてきたテオバルトに、カインの笑顔が重なり、ミレーラは再び胸を高鳴らせた。

　テキパキと一通り片付けてくれているテオバルトの後ろ姿を、ミレーラは目で追いかけながら、先ほど彼が手当てしてくれた箇所にそっと触れる。

　まだテオバルトの右肩の傷は完治していない。けれど、体力もあるからか、日常生活に差し支えない程度まで回復してきているのは機敏に動く彼を見れば明らかだ。

　ミレーラはゆっくりとベッドから立ち上がり、窓際に並んで腰掛けて外を眺めている金と青の精霊の元へ進んでいく。

　近づいてきたミレーラに二体は振り返る。シャーリーはいつも通りの柔らかい笑顔を浮かべ、ハイネスも微笑んではくれたが、それはなんとも弱々しいものだった。

　頬にできていた傷も治りかけているけれど、ハイネスは元気になるどころか顔が青白くて、弱っていっているように思えた。

　ここから先はミレーラではどうにもできない。早くハイネスを契約主の所に送り届け、彼の世界へ帰してあげるしかない。

　テオバルトとの別れが近いことを感じ、寂しさからミレーラが瞳を伏せると、そっと後ろから抱きしめられた。

「あと、俺にできることはあるか？」

　大きな腕の中にすっぽりと包み込まれた状態に気恥ずかしさを覚えたのは最初の一瞬だけ。すぐに心地良さに襲われ、ミレーラは口元に笑みを浮かべながらゆるりと首を横に振る。

「ありがとう」

「こうしてそばにいてくれるだけで、私は幸せだ」と、そう続けたくなるのをぐっと堪えて、ミレーラは言葉を続けた。

「そろそろこの子を契約主の元へ連れて行ってあげた方がいいと思うの。精霊の世界に戻らない限り、これ以上の回復は無理よ。元気がなくなってきているわ」

　テオバルトはミレーラを抱きしめたまま、ハイネスの様子を見る。

「その方が良さそうだな。わかった」

　あっさりと提案を受け入れられ、ミレーラはテオバルトの腕の中で体を回転させて、彼と向かい合った。

「また私に会いに来てくれる？」

　問いかけると同時に、ミレーラは気恥ずかしげに視線を逸らしたが、すぐに思い直したように続ける。

「い、いえ。来てもらうなんて図々しいわよね。私があなたのところに、オードアティに行くわ。元々オードアティで学びたいと思っていたし、明確な目的が増えたことで俄然頑張ってお金を貯めようって気持ちになったわ」

　力強くそう宣言したあと、自分を見つめるテオバルトのどことなく不満げな眼差しに気付き、ミレーラは笑みを引っ込めた。観光目的ならまだしも、自分を頼って訪ねて来られても困ると思われているのだろうかとミレーラは不安になり、徐々に顔をこわばらせていく。

「その言葉は、信用できないな」

　ちょっぴり肩を竦めたテオバルトから呆れ気味にそう返され、ミレーラは一瞬面食らったあと、泣きそうになりながら言い並べていく。

「信用できないってどういうこと？　私本気で言ってるわ……あっ、お金のこと？　正直に言って、オードアティで新生活を始めるほどの十分な金額は貯まっていないけど、でも今まで以上に魔法薬を売って頑張れば、もうちょっとでなんとかできるとも……」

　言い訳のようになり始めた言葉を遮るように、テオバルトはそっとミレーラの唇に人差し指をかざして、優しく笑いかける。

「そうじゃない。オードアティに留学するという言葉を信じて、俺はミレーラがオードアティに来るのを心待ちにしていた。国家精霊師を目指してやってくる新入生を、毎年念入りに確認していたくらいに。でも君はなかなか俺の前に姿を現さなかった」

　テオバルトの言っている意味がわからず、ミレーラはキョトンとしたまま彼を見つめ返す。しかし、かつてそんなやりとりをした覚えはあり、カインの面影が改めてテオバルトに重なり出すと、まさかという思いが強くなっていく。

　完全に動揺し、うまく話を切り出せず、パクパクと口を開け閉めしているミレーラに、テオバルトは笑みをこぼして、軽く頷いた。

「すぐに気がついてくれると思っていたけれど、まさか自分で明かすことになるとはね」

「……カインなの？　でも名前が違うわ」

「あぁ本人で間違いない。色々と訳あって、子供の頃は偽名を使っていたんだ。申し訳なかった。テオバルト・ポーフォート、これが本名だ」

　またそれも嘘なんじゃないかしらと、ミレーラは顰めっ面になる。一方で、テオバルト・ポーフォートという名を、彼と再会するずっと前にも聞いたような覚えもあり、不思議な感覚に囚われてもいく。

　しかしそんな気持ちも、ずっと心の支えにしてきた彼との再会への喜びに次第に塗り替えられていった。

「本当にカインなのね。実は何度か、あなたの仕草や笑った顔を見て、カインを思い出していたの。でも、名前が違うし、知らないとも言っていたし、他人の空似だと思い込もうとしていたのに……そうよ、知らないって言ったじゃない。あの時、打ち明けてくれてもよかったのに」

「俺は最初から気付いていたのに、そっちは気づいてくれないから、少し悔しかったんだよ。俺のことなどもう忘れてしまっているかもと思うと、怖くもなったし」

「忘れていないわ。大切な友人だと言ったでしょ？」

　否定すると同時に、自分の余計な想いまで彼に打ち明けていたことをミレーラは思い出し、気まずげに瞳を揺らした。テオバルトは片手でミレーラの細腰を手繰り寄せ、そっと顔を近づける。

「初恋の相手だとも言っていた」

　そのまま、ミレーラの小ぶりな唇を味わうように口付ける。

　息継ぎするように甘い吐息を挟みながら、求めるままにふたりは唇を重ねていたが、途中で、頬を染めてこちらをじっと見つめる金と青の精霊の視線に気づき、気まずさいっぱいにぴたりとくっついていた互いの体を離した。

　咳払いを挟んでから、テオバルトは真剣な表情で続きを話し始める。

「俺も、ミレーラに会いに行こうと思っていたんだ。けれど、偽名を使っていた罪悪感とか、それこそ俺だって気づいてもらえないかもしれないとか、余計なことを考えてしまってなかなか行動に起こせずにいた。けれど、ちょうどメルブルックに入ったことだし、ミレーラの様子を見てから国に帰れたらなんて考えてたら、このざまだ……まぁ、森に逃げ込んだことで願いは叶ったし、その点では幸運だったけれど」

　テオバルトは負傷した箇所にそっと触れつつ、肩をすくめてみせると、ミレーラはしみじみといった様子で呟く。

「こういうのを、運命のお導きっていうのかしら」

　何気なく言ってしまった自分の言葉に、ミレーラは気恥ずかしさを覚えた。自分たちの再会を運命だと言い表して、テオバルトに引かれてしまわないだろうかと恐る恐る視線を上げて彼の様子を確認しようとした時、優しく両手をテオバルトに掴み取られた。

　真っ直ぐに自分を見つめてくる真摯な眼差しに、ミレーラの鼓動が高鳴っていく。

「あぁその通りだ。俺たちの再会は運命だ。もう離れたくない。俺と一緒に、オードアティで暮らさないか？」

　甘い申し出と共に、再びミレーラはたくましい腕に抱き寄せられる。

　思わず呼吸を忘れ、彼の腕に抱きしめられたまま、改めて彼と視線を通わせる。本気で言ってくれているのは、彼の眼差しを見れば明らかで、一気に心が歓喜で震え出す。頬が熱くなっていく。

「……ど、どうしましょう。私、とっても嬉しいわ」

　素直な思いを飾らず返してきたミレーラにテオバルトははにかむように笑う。

「いくら精霊と一緒でも、やっぱりミレーラにひとり暮らしさせておくのは心配だ。それに、今行動しておかなくちゃ、婚約者様とやらに奪われてしまうような気もするし」

　婚約者というひと言でケネスの顔が頭に浮かび、幸せな気持ちが一気に目減りしていく。

「実はそれも、こんなところでひとり暮らししている理由のひとつなの。どうしても結婚したくなくて、我慢できず家出してしまったのよ」

「俺以外の男と結婚などさせない」

　テオバルトがそう力強く言い切ってくれたことが、ミレーラはうれしくてたまらないが、相手がメルブルック国の王子である以上、そう簡単にはいかないと瞳を伏せた。

　ミレーラは話し合いでの解決か、ケネスが自分から興味をなくすのを、もう少し待つつもりでいた。

　状況が改善の兆しを見せていない中で、ミレーラがテオバルトと共にオードアティへ渡ったことを知れば、妹のチェリーが言っていた通り、ケネスは激怒し、間違いなくその怒りの矛先はテオバルトに向けられるだろう。

　テオバルトだけじゃない。今でさえわずかながらも父親に圧力がかけられているのだから、家族にもさらに迷惑をかけることになる。

　みんなにこれ以上の迷惑をかけたくない。……けれど、テオバルトと一緒にオードアティで暮らせたら、どんなに幸せだろうか。

　ふたつの感情に板挟みにあい、表情を曇らせたミレーラをじっと見つめた後、テオバルトはもう一度優しく抱きしめて、心を込めて言葉を紡いだ。

「ハイネスの様子からそれほど猶予はあげられないかもしれない。けれど、俺が旅立つその日まで、俺と共にこれからの人生を歩いていくことを考えてくれないか」

　ミレーラが口元に笑みを浮かべて、こくりと頷くと、テオバルトはホッとしたような表情を浮かべてから、結構な量となっている魔法薬にちらりと目を向け、提案する。

「そう言えば、午後になったら町に魔法薬を売りにいく予定だったな。準備が整ったなら、俺も付き合おう」

「テオバルトもまだあまり無理をしない方が良いと思うけど……そうね、一緒にいきましょう」

　魔法薬を売りに行き、食材を買って帰ってくるだけだけれど、ふたりでのお出かけの予定がミレーラには嬉しくて、笑みを堪えきれないままにテオバルトの元を離れようとする。

　しかし、何か思い出したようにテオバルトの元に舞い戻ってくると、ミレーラはたくましい胸元へと軽く抱きついて、「もう少しだけ待っていてね。すぐに終わらせるから」と告げて、再びテオバルトから離れていった。

　張り切った様子で、作業台となっているテーブルと向き合うミレーラの姿を、テオバルトは顔を赤らめたまま見つめて、「絶対に連れて帰りたい」と、つい自分の思いをこぼした。






　それから三本ほど魔法薬を完成させたところで、「余りすぎてしまったら困るし、これぐらいで良いわ」とミレーラは魔法の杖を持ったまま、達成感に満ちた顔で額の汗を手の甲で拭う。

　戸口の前へ移動してきた荷車の荷台へと、テオバルトに手伝ってもらいながら魔法薬の瓶を並べていく途中で、シャーリーがミレーラの前へやって来た。

　訴えかけてくるその様子に意識を集中していると、彼女の思いが声となってミレーラの頭の中に伝わってくる。

『彼も一緒に町へ行くの？』

　シャーリーの言う彼とはハイネスのことだ。彼は初めからずっと荷車の持ち手のところに腰掛けていて、着いて行く気満々の様子であった。しかし、やはり元気がなく、今はどこか辛そうに、ぼんやりとどこかを見つめている。

「テオバルト、この子は連れていった方が？　顔色もちょっと悪いし、このまま家で休ませておいてあげたほうがいいような気がするけれど」

　魔法薬の瓶を持って小屋から出てきたテオバルトにミレーラが確認すると、ハイネスはハッとしたように顔をあげる。すぐさまその場から飛び立つと、よろめきながらもテオバルトの肩へと降り立ち、彼から離れないとばかりに横から顔にしがみついてみせた。

　視界を遮られ、テオバルトは少し驚いた顔をするも、しっかりと魔法瓶を荷台に下ろして、ハイネスへと笑いかけた。

「大丈夫だ。そばについている」

　安心させるように力強く響いたテオバルトの言葉を聞いて、具合も思わしくないだろうに、ハイネスが頑なについていきたい理由を、ミレーラは察する。

　精霊攫いに遭い、きっとひどく怖い思いをさせられてしまったのだろう。テオバルトと離れることが、不安で仕方ないのだ。

「体調の不安はあるけれど、無理をさせないように気をつければ、大丈夫じゃないか？」

　不安に駆られているハイネスを置いていくことなどとてもじゃないが出来ず、ミレーラはすぐに「そうね」と同意する。一方で、シャーリーがひどく心配そうにハイネスを見つめていることに気が付き、頭を捻る。

「バスケットに柔らかい布を敷き詰めて持っていきましょうか。具合が悪くなったら横になれるくらいの大きさの物がいいわね」

　ミレーラの提案にシャーリーは「それなら良いわ」といった感じで、納得の表情を浮かべ、自分も一緒に行くと主張するように、荷台の縁に腰掛けた。

　作った魔法薬をすべて荷台に積み終わると、ふたりはいったん小屋の中へ入り、寝床代わりのバスケットを準備し、それをミレーラが持った。

「準備はできたわね。さぁ出発しましょう」

　そのまま意気揚々と小屋から出たが、ミレーラは思い出したように「あっ」と声をあげ、室内へ戻っていく。

「持っていこうと考えていたのに、うっかり忘れるところだったわ」

　そう言って、戻ってきたミレーラの手には魔法の杖が握りしめられている。大事そうにそれを布袋にしまう様子を眺めながら、テオバルトは疑問を口にする。

「その杖、年季が入っているよな。なんというか、見ていると一瞬圧倒される時がある」

　以前に杖を見たケネスに「ボロい」と馬鹿にされたことがあるため、思わずミレーラは身構えたが、テオバルトが続けた言葉に嬉しそうにふわりと笑みを浮かべた。

「えぇ。私も最初、お祖母様にいただいた時、そう感じたのよ。誰に言ってもわかってもらえなかったから悲しかったけれど、テオバルトにそう言ってもらえて、救われた気持ちだわ」

「ミレーラのお祖母様って言うと、かの有名な？」

「えぇそうよ。私の尊敬する偉大な国家精霊師、ジンベルお祖母様……って、よく知ってるわね」

　胸を張って自慢げに言い切ってから、はたと気づいたミレーラに、テオバルトは苦笑いを浮かべる。

「あぁ。ミレーラのことは、メルブルックで学生をやっていた頃に、いろいろ調べたからな。あのジンベル・アイティーンを祖母に持っていると知って興奮したよ」

「お祖母様、オードアティでも有名なの？」

「もちろん。オードアティの方が国家精霊師への門戸が開けているし、こう言ってはなんだが、メルブルックよりも国家精霊師はもちろん野良精霊師への扱いも良い。ジンベルはオードアティでは偉人として扱われている。絵本でも賢く優しい国家精霊師として描かれているから、子供たちにも人気だし」

　ミレーラは「お、お祖母様が絵本に？」と驚きの声をあげた後、腑に落ちたように頷く。

「晩年、お祖母様がオードアティで暮らしていたのは、やはり居心地が良かったからなのね」

　オードアティへの憧れを強くしながら、ミレーラは魔法の杖を入れた布袋を感慨深く見つめる。

「そろそろ手入れをするべきだと思いながら、そのままにしてしまっていたけれど、大切な杖を託された者として、ちゃんとしなくちゃね」

「それなら、オードアティに年老いてはいるが、腕のいい職人がいるぞ。本人も、ジンベルの杖の手入れを任されていたと言っていたし……どうだ？　オードアティにもっと行きたくなってきただろう」

　口を半開きにしたまま、テオバルトの話に聞き入っていたミレーラは、気持ちを見透かされたことにギクリとする。

　すぐさま冷静な表情を繕い、「ま、まぁ、そうね」と返し、いそいそと魔法の杖が入った袋を、バスケットの端へと邪魔にならないように入れた。

「行きましょう」と歩き出したミレーラの後ろ姿に、テオバルトは微笑みかけてから、その後を追いかけて小屋を出る。

「俺も何か武器を持ちたいな。普段は剣を持ち歩いているから、この丸腰の状態がなんとも心もとなくて仕方ない」

　自分の腰をぽんぽんと叩いたテオバルトを、ミレーラは横目で見ながら扉の鍵をかけ、荷車へと進んでいく。ハイネスにバスケットに入ってもらい、居心地が悪くないか確認してから、荷車を引いて歩き出したテオバルトの傍を、ミレーラとシャーリーも共に進み出す。

　しばらくハイネスはバスケットの中から森の景色を眺めていたが、疲れを感じたのかいつの間にか横たわってしまっていた。掛け布団代わりのタオルケットをそっと引っ張ってハイネスの体にかけてあげると、彼はミレーラへと感謝を伝えるように微笑んだ。

　あどけない笑顔を見つめながら、主人の元へちゃんと帰れるように、彼の体調の変化を見逃さないようにしなくちゃと、ミレーラはより一層思いを強くした。

　不意に、またここで聖霊攫いに襲われたら、どうしようと怖くなる。

　テオバルトは丸腰だし、シャーリーは戦闘向きの精霊ではない。何か起きたら、他の精霊をすぐに呼び出せるように心構えだけはしておかなくちゃと思いを巡らせていると、前回町に出た時の記憶が蘇ってくる。

「……ねぇ、テオバルト。私、すっかり話し忘れていたことがあったわ」

　言いながらミレーラが足を止めると、つられるようにテオバルトも立ち止まる。神妙な面持ちとなっているミレーラへと、「どうかしたのか？」と少し強張った声音で問いかけた。

「テオバルトが庭に倒れていた日の昼間にも、私、町に行っているのよ。その時、男の人に、怪我をした精霊を見なかったかって聞かれたの」

　ミレーラの言葉で、テオバルトは押し黙り、ハイネスも怯えるようにタオルケットをぎゅっと握りしめた。

「あ、あの。でも、その人は騎士のような格好をしていたし、悪い人には見えなかったんだけど」

　そこまで言って、ミレーラも口を閉じた。そう見えなかったからと言って、悪い人でないという確証も持てない。

「怪我をした精霊がこの子のことなら、もしかしたらその人は、まだ町にいるかもしれないわ。行かない方がいい？」

　ミレーラは魔法の杖が入った袋に視線を落とす。私ひとりでみんなを守り切れるだろうかと不安に駆られていると、テオバルトが口を開いた。

「いや、行こう。ハイネスを助け出すために俺が行動を共にしていたのは、まさに騎士団員たちだ。何かあった時は、国に戻るように決めてあった。みんなそれに従ってくれただろうが、……メンバーの中にひとりだけ、精霊と俺の行方が掴めないうちは帰らないと言い張るヤツが思い当たる」

　もし、あの騎士団の男性とこれから町で会ったなら、テオバルトの言葉通り、二週間近くも町に留まって、ハイネスだけでなくテオバルトの行方も探していた事になる。何も手がかりがないだろう中で、不安で仕方なかっただろうなと想像すると、ミレーラは話すのが遅れたことへの申し訳なさでいっぱいになっていく。

「……ごめんなさい。もっと早く伝えるべきだったわ」

「いや、気にするな。教えてくれてありがとう」

　テオバルトはそっと手を伸ばして、微笑みながらミレーラの頭を撫でた。ミレーラもテオバルトの優しさに触れて、胸が温かくなるのを感じながら微笑み返す。

　再び歩き出すと、テオバルトは僅かに表情を引き締めながら告げた。

「でももしかしたら攫った奴らが残っているかもしれないし、油断はせずに行こう」

「そうね。わかったわ」

　ミレーラもそう返事をして、口元を引き締めた。

　テオバルトに必要なものはあるかと聞きながら、森を抜けて町へと入っていく。シャーリーもミレーラの肩に座って、怪しい気配がないかうかがいながら、辺りをキョロキョロと見回す。ハイネスはブランケットの下に潜り込んでしまい、すっかり姿を隠してしまっていた。

　ミレーラもいつもより緊張感を持って町中を進み、ようやくグレイスの店が見えてきたところで、「あの店よ」と指差してテオバルトに教える。

　道の先へと確認するように目を向けつつ、テオバルトが「分かった」と返事をした時、ちょうど目の前の道を横切るように現れた姿に、ふたりは「あっ」と同時に声を発した。

　ミレーラが以前見かけた時と違い、シャツにスラックスととてもラフな格好ではあったが、道ゆく人たちに必死に話しかけている様子は、記憶の中の姿と同じだった。その男性は、ミレーラに怪我をした精霊を見なかったかと尋ねた騎士だった。

　このまま進めば、確実にあの男性に気付かれるだろう。大丈夫だろうかと不安になり、歩くペースが遅くなったミレーラへ、テオバルトは肩越しに振り返り、力強く笑いかける。

「大丈夫。彼は俺の仲間だ。敵じゃない」

　そのひと言に「それならよかった」とミレーラがホッと胸をなで下ろし、テオバルトに続く形で男性へと向かっていく。

「そうですか。わかりました。ありがとうございます」

　思ったような情報を得られなかったのが分かるくらいにしゅんとした様子で感謝の言葉を述べたあと、男性がこちらへと踵を返す。そして、顔を上げた瞬間、疲れ切っていた顔から一変、目と口をぽかんと開けた。

　たっぷり三秒、その場で放心したあと、男性は涙目で駆け寄って来る。

「テオバルト様！　ご無事でっ……よかった……本当に安心いたしました！」

「ラング、心配をかけて悪かった」

　ラングと呼ばれた男性はすがるようにテオバルトへと手を伸ばすが、彼が荷車を引いている事に気づくと、一気に困惑の表情へと変化していく。

「こ、これはいったい」

「命の恩人の手伝いをしているところだ。彼女がいたから、俺も精霊も助かったんだ」

　テオバルトの説明を受け、ラングの視線がゆっくりと荷車の傍らに立っているミレーラの方へと移動する。

　すると、バスケットの中からハイネスがちょこりと顔を出し、ラングは「あぁ」と再び安堵の声を発し、敬意を表するようにミレーラに頭を下げた。

「テオバルト様、そしてハイネス殿まで救っていただけたこと、心より感謝申し上げます」

「やっ、やめてください。私、そんなに大したことはしていませんから」

　慌てて否定したミレーラに対して、ラングは微笑みを絶やさぬまま、ゆるりと首を横に振る。そして、荷台に置かれている魔法薬の瓶へと目を止めて問いかけた。

「テオバルト様、手伝いとは……それをどこかに運ぶ途中ですか？」

「あぁ。この先の店だったな」

「はい。グレイスの魔法薬店まで」

　テオバルトの返答にミレーラが補足すると、ラングはすぐに目的地が分かったらしく、「私が代わりに引きましょう」とテオバルトに交代を要求する。それにテオバルトは素直に従い、場所を明け渡した。

　騎士団の男性が間違いなくテオバルトの仲間だった事に安心したものの、黙々と荷車を引き始めたラングと、自分の隣を歩くテオバルトを交互に見て、ミレーラはふたりの関係性に不思議な気持ちにさせられる。

　三十代くらいだろうラングに対して、テオバルトはミレーラと同じ十代だ。

　そしてラングは、騎士団に所属しているのだから剣の腕も立つはずで、そして精霊が見えるくらいに魔力も高いとくれば、それなりの役職に就いていてもおかしくない。

　仲間なら先輩だったり上司であったりするはずなのに、なぜかテオバルトはラングに敬語を使われている。「様」という敬称を付けられていることも不思議でたまらない。

　いったいどういう関係なのだろうと問いたくなるも、なんとなく切り出しづらく、そうこうしているうちに、グレイスの店に到着してしまう。

「俺は近くで、ラングと話をしているよ」

　店の横に荷車を停めると同時にテオバルトにそう声をかけられ、僅かな胸の痛みを感じながら、ミレーラは笑みを浮かべる。

「そう……だったらこの先に広場があるわ。ベンチもいくつかあるし、そのあたりで待っていて。私も商談が終わったら向かうから……あっ、この子はあなたに」

　ミレーラは指を差して説明してから、ハイネスを運んでいたバスケットをテオバルトに手渡す。

「分かった。広場で待っている。行くぞ、ラング」

　テオバルトの言葉にラングは「はい！」と返事をし、ふたりは並んでグレイスの店の前から離れていく。

　ミレーラは微笑みながら彼らを見送っていたが、このままテオバルトが消えてしまうような気持ちになってしまい、徐々にその顔から笑顔が消える。

「大丈夫。彼は広場で待っていると言ってくれたじゃない」

　テオバルトは挨拶もなしに消えるような人じゃない。ミレーラは自分に言い聞かせてから、「私たちも行くわよ」とシャーリーに話しかけて、店の扉を開き、中に入っていった。






　グレイス魔法薬店はいつも通り混み合っていて、少し待たされたあと、ミレーラは商談の部屋へと通された。

　前回同様、気前よく全ての魔法薬を買い取ってくれたことに、ミレーラが感謝の言葉を述べたあと、グレイスは変な男がずっと精霊を探し回っているという話を始める。

　それはさっき会ったラングのことだとすぐに気づいたが、「精霊が見えるお前さんも絡まれる可能性大だから、くれぐれも気をつけるんだよ」と心配している様子だったため、ミレーラは余計なことは言わずに、「分かったわ」と苦笑いで返した。

　グレイスに見送られながら、ミレーラは店を後にする。

「今夜は奮発して、なにか美味しい物を買いましょう。……もしかしたら、彼らとの最後の食事になるかもしれないし」

　肩に座っているシャーリーにミレーラは朗らかに話しかける。しかし、いつもニコニコしているシャーリーの表情が浮かないことに気づき、ミレーラも悲しくなっていく。

「ハイネスがオードアティに帰ってしまうと、寂しいわよね。私も、テオバルトと離れるのが悲しくてたまらない」

　シャーリーは俯いたまま、ミレーラの言葉に力なく頷き返した。ミレーラがテオバルトと仲良くなったように、シャーリーもまたハイネスに心を許し始めていたからだ。

　ミレーラは手を伸ばし、シャーリーの小さな頭を指先でそっと撫でた。

「でも大丈夫よ！　また絶対に会えるから。私はそう信じてるわ」

　目に涙を溜めていたが、にこりと笑ってくれたシャーリーにミレーラも笑いかけ、テオバルトたちが待っている広場へと足速に歩き始めた。

　途中で甘く美味しそうな匂いに気を引かれつつも広場に到着し、ミレーラはテオバルトの姿を探す。余暇を楽しむような人の姿も多く、ベンチもすべて埋まっていた。

　どこにいるのか分からず不安になりながらゆっくり進んでいくと、広場の中央に位置する噴水の人だかりの中に、やっと彼らの姿を見つけてホッとする。

　ところが、テオバルトたちの前にはふたりの若い女性の姿があった。途端に、なにしているのかしらと面白くない気持ちになり、ミレーラは膨れっ面で近づいていく。

　しかし、彼らの元へたどり着くよりも先に、女性たちはミレーラと同じ不満そうな顔で立ち去っていった。それに少々面食らいながらも、歩みを止めずに近づいていくと、テオバルトとラングの声が聞こえてくる。

「なにもあんな邪険に追い払わなくても」

「いえ。テオバルト様に馴れ馴れしすぎます。あのふたりの態度は無礼極まりない」

「仕方ないだろ。今の俺は、ただの市民だ」

「いえ。いつ何時でも、たとえそのような格好をされていたとしても、あなた様が高貴な身分であらせられる事に変わりはありませんよ。テオバルト王子」

　瞬時にミレーラは足を止める。「王子」という敬称を、自分の聞き間違いかと考えるも、彼の名前を聞いた時、引っ掛かりを覚えたことを思い出し、ミレーラは顔を青くして口元を手で覆う。

　彼は「テオバルト・ポーフォート」で、確か、オードアティの王族もそのような家名だった。どうしてあの時、深く気にせずに流してしまったのだろう。

　ミレーラの肩に座っていたシャーリーが立ち上がり、パッと表情を明るくさせる。彼女の視線は、ラングが手にしているバスケットの中からこちらに向かって手を振っているハイネスに向けられていた。

　ハイネスの様子に気づいたテオバルトも、彼の視線を辿ってミレーラへと顔を向け、ふたりは目を合わせた。

「テオバルト、王子」

　微笑みかけたテオバルトだったが、ミレーラが顔を強張らせたままそう呟いた瞬間、今の話を聞かれたと理解し、慌てて歩み寄ってきた。

「ミレーラ、すまない。隠すつもりで黙っていたわけじゃないんだ」

「……わ、分かっているわ」

　分かっていても、ずっと一緒にいたいと願った人が一国の王子だったことに、ミレーラの動揺は収まるはずがない。

「いくら知らなかったと言え、私もあなたに随分な無礼を働いてしまったわ」

　あんな狭い小屋の中、粗末なベッドに、それどころか「交換しよう」と彼が床で寝てくれた時もあった。体を重ねてしまったことすら、身の丈に合っていない行為だったように思えてくる。

　戸惑いに後悔を滲ませて出たミレーラの言葉を聞いて、テオバルトの後を追うようにやって来たラングが慌て出す。

「私の方こそ、配慮の足りない発言を失礼しました。あなた様はテオバルト様の恩人ですから、無礼だなんてとんでもない」

　訂正を入れるが、ミレーラの顔は晴れず、ラングはばつが悪そうに苦笑いを浮かべた。そして、微妙な空気を感じたためか、咳払いを挟んで強引に話題を変える。

「……そ、それにしても、あの森も探しましたが、恐怖心を覚えるほど鬱蒼としていますし、あそこで暮らされているなんて……とにかくテオバルト様とハイネス殿が無事でよかったです。国王陛下も王妃様も、それからハイネス殿の契約主も心配しております。すぐに、えぇ今すぐにでも、国へ戻りましよう！」

「今すぐは無理だ。せめて今日一日だけは、彼女と共にいたい」

「……そ、そうですか。わかりました。でしたら明日、夜明けと共に出発しましょう」

　別れの時が急に決まったことに、ミレーラの胸が苦しくなる。肩にいるシャーリーも再び悲しそうに顔を歪めた。

　一行はいったんグレイス魔法薬店へと荷車を取りに戻った。

　今夜は最後の晩餐にするつもりだったが、ラングの「ミレーラさんもぜひ一緒に町でお食事を」という提案で、その必要もなくなる。そもそも自分の質素な夕食が王子様にとって晩餐になるはずがなかったし、それで良かったのよと思いながらも、テオバルトとふたりきりの時間が少なくなったことはやっぱり寂しくてたまらない。

　それでもミレーラは、寂しい気持ちを押し殺して微笑みを浮かべ続けた。






　町でも比較的高級店として知られている店で食事をとり、その後、市場で食材を買い込んだ。

　重くなった荷車をラングが引き、森の奥のミレーラの小屋へと進む途中で、テオバルトのうんざりとしたため息が響き渡った。

「ミレーラと色々話がある。できたらふたりきりで話したい。ラングは町に戻ってくれていい。明日の朝、落ち合おう」

「いえ。それはなりません。王子を護衛するのが私の役目です。ハイネスを攫った輩は全員捕縛しましたが、もし何かあって、再び王子の行方が掴めなくなりでもしたら……私の命程度では償いきれません。私は国に戻るまでテオバルト様のそばを離れません。どうかご理解いただきたい」

　テオバルトは今夜もミレーラの小屋で過ごしたいと主張するが、ラングは宿泊は宿で、なおかつテオバルトのそばを離れるつもりはないと譲らない。

「お話があるのでしたら、その間、私は外で待っております」

　やはりテオバルトは不満そうだが、一国の王子である以上、ラングが頑なにならざるを得ないのも分からなくもないため、ミレーラは苦笑いする。

　荷車の後ろから追いかける形で歩いていたミレーラの横へとテオバルトは並び、やはり不満そうな顔をする。

「ミレーラの返事をもう数日は待つつもりだったが、明日の朝か。できたら一緒に連れて帰りたかったけれど、これほど急だと話も変わってくるよな」

　テオバルトはまるで独り言のように呟いたが、しかし、ミレーラの意志を確認するかのような眼差しを向ける。

　ミレーラは戸惑いながらも、一番の不安を口にし始める。

「私も、テオバルト様に言ってなかったことがありました」

「なんだ？」

「私を娶りたいと仰ってくださっている方のことなのですが……実は、メルブルック国の第二王子であらせられるケネス様なのです」

「ケネスだって？」

　テオバルトの驚きの声にラングはびくりとしたように後ろを振り返り見たが、すぐにミレーラの深刻そうな表情から空気を読み、素早く前を向く。おまけに、聞いてませんと言わんばかりにわずかに歩調を早めた。

「私は求婚をお受けするつもりはないのですが、ケネス王子は私が自分の妻になるものだと思っておいでです。そんな中、私を連れて行ったら、テオバルト様にご迷惑をかけることになるかもしれません」

　ケネスのことだ、テオバルト個人に迷惑をかけるだけでなく、国と国との諍いにまで発展させてしまうかもしれない。

　それでもテオバルトは、自分を連れて行きたいと言ってくれるだろうかと、ミレーラは怖くなる。

「なるほど……俺はともかく、ミレーラのご両親にも迷惑をかけることになるな。それならこちらも、しっかりと段階を踏むべきかもしれない」

　自分の両親のことまで気遣ってくれたことを嬉しく思いながらも、しっかりとした手順とは何かと不安を募らせたところでミレーラはハッとして、前をゆくラングに「そこの大木の横の小道へと入ってください」と声をかけた。

　小道にそれて、また少し歩くと、やっとミレーラの暮らす小屋の前にたどり着く。

　荷車を停める場所をラングに伝えていると、ミレーラが持っていたバスケットの中から、ふわりとハイネスが舞い上がった。

　ミレーラたちはどうしたのかと注視していると、彼は途中でシャーリーを振り返りつつ、小屋の脇にある小さな花壇へと向かって行く。

　花壇に降り立ったハイネスは、赤い花弁を一枚摘み取ると、それに魔法をかけた。キラキラと輝き出した花弁はまるで宝石のようで、彼は自分の元へやってきたシャーリーに向かって笑顔で差し出した。

「俺もなにかミレーラに贈り物をすれば良かった」

　その様子を見つめていたテオバルトがぼやいた後、ハイネスが気を失う。土の上にパタリと倒れてしまった姿に、ミレーラは小さく悲鳴をあげ、慌ててハイネスへと駆け寄る。

「しっかりして！」

　ミレーラはすぐにバスケットから魔法の杖を取り出し、シャーリーと共に素早く治癒魔法をかけた。ハイネスはすぐに気がついたため、ミレーラはひとまずホッとするが、やはり具合が悪そうなのは変わらない。

　傍らに立ったテオバルトと、ミレーラは真剣な顔で向かい合う。

「ハイネスの状態が心配です。やはりすぐにでも帰国し、契約主の元へ返すべきでしょう」

　その言葉を噛み締めるように、テオバルトは頷き返す。

「あぁ。明朝まで待たず、ここを発った方がよさそうだな」

「あっ、あのでも、回復薬を作らせて。先ほどのようなことがあったら、すぐに飲ませられるように何本か持っていってほしいの」

「頼む」

　ミレーラはシャーリーと共に小屋の中へと急いで移動し、魔法薬生成の準備を始める。追いかけるように室内へ入ってきたテオバルトは、「ミレーラ、そのままで聞いてくれ」と声をかけた。

　ミレーラは持ち運びやすいようにと小瓶を選び取りながら、顔を向けることなく「なんでしょう？」と言葉だけ返した。

「このまま、俺はオードアティに戻るが、ハイネスを契約主に渡したら、すぐにここへ戻ってくる」

　ゆっくりと自分に歩み寄ってくるテオバルトの気配を感じ、ミレーラは無意識に動きを止める。

「そうしたら俺はもうミレーラを離さないつもりだ。俺と一緒に行くのが嫌ならここを離れておいてくれ、いなければ諦め……」

　ミレーラは勢いよくテオバルトへと体を向け、笑みを浮かべた。

「あなたについて行く準備を整えて、お待ちしております。ですからどうか、一分でも一秒でも早く、私を迎えに来て」

　涙を堪えながらそう言い切ったミレーラに、テオバルトは微笑み、力強く頷く。

「あぁ必ず、絶対にあなたを迎えにくる。ここで待っていてくれ」

　テオバルトは誓いの言葉を発した唇で、ミレーラの額へ愛おしさを込めてそっと口付けた。

















第四章　輝かしき一歩












　テオバルトがオードアティに帰ってしまってから、すでに一週間が経とうとしている。

　ハイネスの契約主はメルブルック国からも近い町であるアルミラに住んでいると、以前テオバルトが言っていた。その時、アルミラまで五日かかるとも聞いているため、ハイネスを渡してからすぐに戻ってきたとしても、十日はかかる計算になる。

　それまであと少しと考えるが、王子である彼がすんなり戻って来られるのかという疑問を抱いてしまうと、無理なのではとどうしても思ってしまう。

　ミレーラは笑顔が消えがちな顔をあげて、悪い考えを追い払うように、ぶんぶんと首を横に振る。

「テオバルトは迎えに来ると約束してくれたもの。絶対にまた会えるってことは確かよ。それに、私もぼんやりなんてしていられないわ。早く荷造りしなくちゃ」

　テオバルトが行ってしまった翌日から、ミレーラは必要な荷物をまとめたり、家の片付けを始めた。

　もちろんテオバルトが迎えに来たら共にここを離れるためだ。彼との幸せな未来だけを思い描きながら、ミレーラは箱の中にフラスコなどの魔法薬作りに欠かせない器材を丁寧に並べ入れていく。

「お父様とお母様にも手紙を書くべきかしら。それとも、途中で実家に寄っていただく？」

　両親だけでない。この小屋も元々グレイスが物置として使っていた場所で、ただ同然で貸してくれていたのだ。散々お世話になっているグレイスに、黙って去る訳には絶対にいかない。

　今日は天気もいいし、明るいうちにグレイスの元を訪ねて、話だけでもしてこようかしらとミレーラが頭を悩ませていると、窓の縁に腰掛けて庭を眺めているシャーリーの姿が視界に入った。その手にはハイネスからもらった宝石のように輝く花弁が握りしめられている。

　荷造りをする傍ら、ハイネスはどのような精霊だったのか知りたくて、ミレーラは精霊に関する書籍を一通り読み直した。そこに、植物を煌びやかな輝きを放つ魔石に変えることができる精霊がいるという記述を見つけ、それだろうかと予想する。

　宝石のごとしその魔石を妖精宝玉とも呼び、市場に出ると高い価値がつく。そのため、精霊が不当に搾取される恐れがあり、王族が保護しているとも補足として書かれていた。

　記述が本当だとすると、ハイネスを攫えば、取り戻そうと腕が立つ王族が出てくるのは想像がつくため、以前テオバルトから聞いた誘拐犯の目的は実は彼の方だったという話にも納得がいく。

　ハイネスの契約主も王族に関係する人なのだろうと想像しながら、もっと精霊のことに関して学びたいとミレーラが思いを強くした時、シャーリーが目元を拭ったのに気づいた。

「シャーリー、大丈夫よ。すぐにテオバルトが迎えに来てくれて、オードアティに入れるわ。ハイネスの契約主のところに行けば、すぐに元気な彼と会えるから」

　励ますように話しかけると、寂しそうな表情のままシャーリーがミレーラを見た。体調が回復する様子もないままにハイネスとは別れてしまったため、心配で仕方がないのだろう。

　シャーリーも心なしか顔色が悪くなっているのを見て取り、最近食欲があまりなかったのを思い出す。そのせいか、普段なら見つめ合うと気持ちを読み取れることができるのに、シャーリーの気力や体力が落ちているからか、今は何も伝わってこない。

「ねぇ、シャーリー。一度お家に帰る？　ここにいてもハイネスのことばかり思い出して、心配でたまらないでしょ？」

　ミレーラが提案した「お家」とは精霊の世界にあるシャーリーの住まいのことだ。

　テオバルトがすぐに戻ってくるか分からない以上、ここから離れた方が少しでも気晴らしになると思ったのだ。

「精霊たちの世界は繋がっているの？　もし繋がっているなら、なにかハイネスの情報も得られるんじゃない？」

　もしかしたらと考えて問いかけるも、シャーリーはゆるりと首を横に振って否定する。繋がりはない、もしくは遠すぎて情報など得られない。きっとそのどちらかだろうとミレーラは推測する。

　精霊の世界についても、ミレーラは勉強不足でよくわかっていない。もう少し知識があれば、良いアドバイスができるかもしれないのにと、自分の無知や不甲斐なさにミレーラは少しばかり肩を落とした。

「いざハイネスと会えるとなった時に、今度はあなたが倒れてしまってそれが叶わなくなってしまったら嫌でしょ？　テオバルトが戻ってきたらすぐに呼び戻すから、それまであなたも自分の世界でゆっくり休養してきて」

　ミレーラが優しく訴えかけると、ようやくシャーリーはこくりと頷き、窓枠から魔法の杖が置いてあるテーブルの上へと飛んで行く。同じようにミレーラもテーブルへと向かい、魔法の杖を手に取った。

　精霊の世界への扉を開ける呪文をブツブツ唱えながら、手慣れた様子で杖を振ると、いつものように空中に魔法陣が浮かび上がってくる。

　自分を見たシャーリーへとミレーラは力強く頷き返すと、小さな精霊は魔法陣に吸い込まれるようにその姿を消した。

　いつもは主にシャーリーが、彼女がいない時は他の精霊がいてくれたため、ひとりきりというのは久しぶりのことで、ミレーラは静かな小屋の中を見回した後、ほんの少し寂しさを覚えた。

「……さ、掃除もしっかりやっておくわよ」

　テオバルトが帰ってくるまでにやっておきたいことはたくさんある。ぼんやりしている暇はないと、ミレーラは魔法の杖をテーブルに置いて、腕捲りをした。

　フラスコなどが入っている箱を紐で縛ってから炊事場へと移動すると、テオバルトが初めてここに来たときに振る舞ったスープを入れた器が視界に入った。

　ケネス王子が嫌がった素朴なスープをテオバルトは飲み干し、感謝までしてくれた。彼が王子だった事実に気後れもしていたが、あらためて彼の誠実さを思い出すと、恋慕う気持ちがまた大きくなる。

「テオバルトが好き。大好き。早く会いたい」

　彼への切ない想いをミレーラが募らせた時、先ほどまでシャーリーが座っていた窓の縁に小鳥がとまり、何かの来訪を知らせるかのようにけたたましく鳴き始めた。

　本当にテオバルトが戻ってきたのかもと、ミレーラは期待を膨らませながら窓際へと歩み寄る。

　見えた人影に「テオバルト！」と呼びかけようとしたが、やって来たのが別人だとすぐに分かり、ミレーラは思わず眉根を寄せた。

「失礼する」

　我が物顔で小屋の中に入って来たのは、ケネスだった。

　ミレーラは出来れば会いたくなかったわと心の中でため息をつくが、訪ねてきたのがテオバルトのいる間でなくて良かったとも思え、うんざりとした気持ちが安堵にも変わっていく。

「……あの、なにか？」

　ケネスはいつもどかりと椅子に座ってふんぞり返ることが多いのに、今日は苛立った顔で小屋の中を見て回っている。様子が違うことを不思議に思い問いかけると、ケネスが大股で近づいて来たため、ミレーラは怖くなり後退りする。

「妹から、ミレーラの所に男がいると聞いた！　どこかに隠しているなら、今すぐ俺の前に男を連れて来い！」

　ミレーラは驚きで固まったまま、怒りの剣幕のケネスを見つめ返す。

　あの日、無理やり追い出されてしまったことへの腹いせに、チェリーがケネスに告げ口したのだろうかと、ミレーラは頭を抱えたくなる。

「俺の妻になるというのに、男を連れ込むだと！　許せない！　男も、お前も！」

　ケネスは手荒にミレーラの胸ぐらを掴み上げ、怒鳴りつける。

　恐怖で言葉が出なくなるも、ミレーラも何を勝手なことをと、徐々に苛立ちを募らせていった。

「確かに、数日前までここに男性がいました。怪我をしていたから見捨てられなかったのです。家に招き入れ、手当をしました」

　それの何がいけないのかと、逆にケネスを責めるようにミレーラも言い返す。

「怪我だと？」

「はい」

　ケネスは詳しいことまでは知らなかったようで、ほんの一瞬呆気に取られたような顔をした。ミレーラを掴み上げていた力をわずかに弱めて、再び質問する。

「それでその男は？」

「もうここにはいません。回復したので」

　きっぱりとミレーラが言ったため、ケネスはミレーラから手を離す。咳払いをひとつ挟んでから、何事もなかったかのように話を続ける。

「そうか……正義感の強いミレーラのことだ、怪我をした輩を見捨てられなかったのだろうことは想像がつく。しかし、相手は男なのだろ？　若い女がひとりで暮らしている小屋の中へ、簡単に招き入れるのはどうかと思う」

「……そうですね」

　確かにケネスの言い分も一理ある。テオバルトでなかったら、恩を仇で返されて酷い目に遭っていた可能性もあるからだ。

　押し黙ったミレーラをちらりと横目で見つつ、ケネスはまさかといった様子で気まずげに口を開く。

「その男に傷物にされていないよな？　もうしそうなら、男を探し出し処罰する。俺の妻になる女に手を出したのだから、当然だな」

「……いえ。私は傷物になどされていません」

　ミレーラが俯いたまま首を横に振って否定すると、ケネスは「それならいい」と呟き、安堵したかのように短く息をつく。

　テオバルトとは体を重ねているが、それは決して不幸な出来事などではない。むしろミレーラにとって今まで感じたことのない幸せな時間だった。

　テオバルトに会いたい。切なさや恋しさが再び体の中で膨らむのを感じながら、ミレーラはそれに耐えるように唇を噛んだ。

　ケネスはいつものようにどかりと椅子に腰掛けて、薄ら笑いをする。

「結婚の話をしようとグローヴ伯爵家を訪ねたら、妹がミレーラのところで男と会ったなんて話をしているじゃないか。驚いたよ。でもその時、相手が怪我人だということもちゃんと説明してくれたら、俺だって慌ててここに飛んでくることもなかったのに、人騒がせな奴らだ」

　それを聞き、そういうことだったのねとミレーラも理解する。もしかしたら家族は、相手は怪我人だったということも説明したかもしれないが、ケネスが聞く耳持たずで、飛び出してきたのではとさえ想像してしまう。

　できたら今日中にグレイスのところに顔を出しに行きたいし、ケネスには早く帰ってもらいたい。しかし、王子相手に「用事があるので帰ってください」とも言えず、困っていると、ケネスがテーブルの上に置いてあるミレーラの魔法の杖を手に取った。

　ケネスは何気ない様子だったが、大切なものを勝手に触られていることにミレーラは落ち着かない。

「触らないでください」とはやはり言えないが、ついミレーラはケネスへと歩み寄る。すると、ケネスは掴んでいた魔法の杖を無造作にテーブルの上に置き、小屋の中を見回しながら、ミレーラの手を掴んだ。

「少し小屋の中がすっきりしているようだが、部屋の片付けでもしていたのか？」

　ケネスに掴まれた箇所からぞわりと鳥肌が立ち、反射的にミレーラは手を引いて、ケネスの手を振り払った。その反応に気を悪くしたらしく、ケネスがむっと顔を顰める。

　旅立ちの準備をしていることには気づかれませんようにと心の中で祈りながら、ミレーラはできるだけ明るい声で答えた。

「は、はい。そのようなものです」

　しかしその返答にケネスはどことなく納得いかないような顔をして、じっとミレーラを見つめる。ケネスの鋭さを帯びた眼光にミレーラは居た堪れなくなり、逃れるように顔を逸らした。

　やや間を置いてから、再びケネスが小屋の中を探るように見回す。ミレーラは不安を勘付かれないように、必死に平静な表情を装った。

「……随分物がなくなっているじゃないか。片付けというよりは、まるでここを出ていくための準備をしているみたいだ」

　発せられた言葉にミレーラはギクリと体を強張らせる。

　否定の言葉で誤魔化すべきなのに、声が出てこなくて押し黙ったミレーラに、なぜかケネスは嬉しそうに笑いながら椅子から立ち上がった。

「そうか。やっと俺との結婚の意思を固めたんだな。片付けなど誰かにやらせればいい。すぐ結婚式の話を進めよう。あぁまずは父上に報告だな。共に城へ戻ろうか」

　迷惑な方向に勘違いしたケネスはミレーラの肩へと手を回し、小屋から出るように促そうとする。

　しかし、すぐにミレーラはその手から逃れるべく、ケネスと距離を置いた。

「申し訳ございません。私の気持ちは以前と変わっておりません。光栄なお話だとは十分にわかっております……けれど私はどうしても国家精霊師になりたいのです。そのためにいずれこの国を離れるつもりです。ですから、あなたの元に嫁ぐことはできません」

　話を進めるにつれ、ケネスの表情が再び険しくなっていくことに恐怖を覚えるも、途中で止めることはできなかった。対話を通して納得してもらう最後のチャンスかもしれないからだ。

　これでダメなら、両親には更なる迷惑をかけてしまうだろうけれど、テオバルトと共に静かに姿を消すしかない。

「それほどまでに国家精霊師になりたいのか。……オードアティに行くつもりか？」

「はい。学びの場として、オードアティ以上の選択肢はございませんので」

「それだけか？」

　鋭い質問に、再びミレーラは息をのむ。ケネスは怒りを孕んだ眼差しをミレーラに突きつけた。

「妹からこうとも聞いた。ミレーラの元にいたのはオードアティの男だと。ああだこうだと理由をつけて、そいつの所に行くつもりじゃないだろうな！」

　乱暴に両肩を掴まれ、脅すように揺さぶられながら、恐怖で震えるミレーラの足が一歩、また一歩と後退していく。

　けれど、なんとか思いとどまるように足を止める。ここで気持ちが挫けてしまったら、テオバルトとの未来がケネスの手によって閉ざされてしまうような気持ちになったからだ。

　このままじゃいけない。自分の夢もテオバルトとの未来も諦めたくない。

　その思いをあらためて自分の中に感じ取り、ミレーラは気持ちを奮い立たせるように顔を上げ、しっかりとケネスの顔を見る。

「えぇ。その通りです。彼のそばで暮らしながら、国家精霊師を目指したいと思っています」

　続けて、声を震わせながらミレーラははっきりと自分の気持ちを告げた。

「私は、彼をお慕い申しております」

「……なん、だと。俺に勝る男なんているはずがない。ふざけるな」

　肩を掴んでいるケネスの手の力がぐぐっと強まり、ミレーラは痛みで顔を歪めた。身を捩ってなんとかその手から逃れたが、ケネスの凶暴さを増した眼差しはミレーラを捕らえて離さない。

　身の危険を感じて、ミレーラが無意識にテーブルの上にある魔法の杖を目視で確認する。

　普段は精霊の誰かがそばにいるため、危険を察知すると助けてくれるが、今は誰もいない。ケネスが暴れ出すようならば、すぐにでも精霊たちをこの場に呼び出せるように、魔法の杖に手が届くところにいたい。

　ミレーラがさりげなくテーブルに歩み寄ろうとした瞬間、それよりも先にケネスが動き、邪魔するようにテーブルの傍に立った。

「そうか。いつもより静かなのは精霊がいないからだな」

　ミレーラの考えなどお見通しだと言わんばかりにケネスが嘲笑い、彼は再び魔法の杖を手に取った。

「邪魔な奴らにはこのまま消えていてもらおう。その方が都合がいい」

　言い終えると同時に、ケネスはミレーラの魔法の杖を両手で持ち直す。そして、パキリと音を響かせて、魔法の杖を半分に折ってしまった。ミレーラは声にならない悲鳴をあげた。

　真っ二つに折られてしまえば、それはもうただの棒屑でしかない。魔法を使えないなら、精霊たちも呼び出せない。何より祖母から引き継いだ大切な宝物を粗末に扱われたことに対し、怒りが込み上げてくる。

「なっ！　なんてことを！」

　折った魔法の杖をテーブルの上へとポイと投げ捨てたケネスを、ミレーラは力いっぱい睨みつけて、無惨な姿になったそれを取り戻そうと手を伸ばす。

「お前が、俺に歯向かうからだ」

　ケネスに素早く腕を捕まれ、ミレーラは魔法の杖を掴み損ねた。そのまま手荒に引きずられ、ミレーラは魔法の杖と同じようにベッドの上へと無造作に突き飛ばされる。

　状況に危機感を覚え、ミレーラは即座にベッドから離れようとするが、再びケネスの手に捕まり、逃げることが出来ないままベッドの上へと押し戻された。

「離してください！」

　ケネスの手を振り払おうと、ミレーラは精一杯抵抗する。しかし、男の力には敵わず、押さえつけるようにケネスに体の上にまたがられ、見下ろされる体勢になってしまう。

　少し汗ばんでいるケネスの手の気持ち悪さや、飢えた獣のような眼差しに、徐々にミレーラの中で恐怖心が膨らんでいく。

　ケネスは掴んでいた手を離すと、ニヤリと笑ってミレーラへ顔を近づける。咄嗟に身を捩って顔を背けたが、彼はそのままミレーラの白い首筋へと口付けた。瞬時に嫌悪感が湧き上がり、気がつけばミレーラは、ケネスの頬を平手打ちしていた。

「今すぐそこから退いてください」

　王子の頬を叩くなんて無礼だとわかっているが、嫌だという気持ちは抑えられず、ミレーラはケネスに非難の眼差しを向ける。

　ケネスは叩かれた頬に触れつつ顔を歪めて、ミレーラの態度にチッと舌打ちをした。しかしすぐに彼は何か思いついたように再び笑みを浮かべて、ジャケットの内ポケットから小瓶を取り出した。

　小瓶を目にして不審がるミレーラをよそに、ケネスは瓶の蓋を開けると、勢いよく中の液体を口に含み、ミレーラの顎を掴んだ。

　そのままケネスはミレーラに口づけし、口内の液体を口移しする。驚くと同時に、ミレーラはケネスの体を両手で押し返し、ごほごほとむせ返る。

「……今のは、いったい」

　苦味と甘味の交ざった覚えのない味のする液体を飲んでしまったことに恐怖を覚えながら、ミレーラが涙目で訴えかけると、ケネスは至極真面目な顔で返した。

「今のは毒だよ」

「……なっ」

　告げられた言葉に顔色を変えたミレーラを見下ろして、ケネスは楽しげに「ははは」と笑ってから、再びミレーラに手を伸ばす。

　頬を触られ、嫌そうに顔を顰めたミレーラだったが、そのままケネスに頬から首筋へと指先でなぞられ、背筋を震わせる。

　触られるのは嫌なのに、なぜか体の奥底がぞわりとし、疼くような熱が生まれたことにミレーラは戸惑う。

「ごめんごめん。毒じゃない……今のは媚薬だ。国家薬師に作らせたんだ。まだ試作段階のもので、効果もそこまで強くないと言っていたけれど、ちゃんと効いているようだな」

「媚薬」という言葉に、ミレーラの頭の中がほんの一瞬真っ白になる。それも嘘なのではと疑いたいのに、ケネスにいたずらに頬や肩や腰を撫でられるたび、体がピクンと跳ねて、じわりと熱が広がり、ミレーラの口から吐息が漏れる。

　嫌悪感を抱いている相手に、体が反応してしまう。テオバルト以外の男に感じてしまっている自分の体がどうしても嫌で、ミレーラの目に涙が溜まっていく。

「やめて、私に触れないで……いったいどうして、こんなものを持っているの？」

「男が強引に立ち入って、ミレーラに乱暴を働いているとするならば、男を殺すのはもちろんだが、愛のある行為とはこういうものなのだと、婚約者の俺が、ミレーラに女としてのちゃんとした喜びを教えてやらねばと思って持ってきたんだ」

「乱暴なんて働かれていないと言ったわ。媚薬を使う必要なんてなかったはずよ！」

「それは……ミレーラが悪い。メルブルック国の王子である俺がこんなにも欲しているというのに逃げようとするから、気が変わったんだ。今ここでお前を抱いてやろう」

　ケネスがミレーラを見下ろしながら、品のない笑みを浮かべた。ミレーラは嫌悪感でいっぱいになり、もがくように身を捩って逃げようとするが、ケネスに太ももをなぞり上げられ、気持ちに反し甘い声が口からこぼれた。

「やめてっ！　……やあっん……」

　悔しさと惨めさで押しつぶされそうになりながら、ミレーラはせめてもの抵抗のように、ケネスを睨みつける。その眼差しに、ケネスは楽しそうに笑う。

「ミレーラ、強気でいられるのも今だけだ。すぐに快楽に塗れた顔で、俺を求めるようになる。さぁて、今から何回逝かせてやろうか」

　言い終えると同時に、ケネスはミレーラを脱がしにかかる。しかし、「やめてください」とミレーラに精一杯抵抗され、途中で煩わしくなってしまったらしく、ケネスは腰脇から護身用だろう短剣を取り出し、ミレーラの服を切り裂いていく。

　相手が刃物を手にしていることにミレーラは恐怖に慄き、次第になされるがままになっていく。

　胸元がはだけ、下着が露わになる。ミレーラの白い素肌と、柔らかな膨らみにケネスはゴクリと唾を飲み、短剣をベッドの脇へ放り投げた。

「……嫌、やめてください。これ以上は……」

「何を言っている。俺たちは夫婦になるんだ。子を成すために、これから毎晩のように体を重ね合わせようじゃないか」

「……いやあっ……んあっ……やっ、やめてっ」

　咄嗟にミレーラは両手で胸元を隠すが、すぐにケネスは右手で、ミレーラの両手首を掴み取り、ベッドに押しつける。興奮を抑えきれないように、下着をずらしあげ、胸の覆いを取り払うと、左手で遠慮なくミレーラの胸を鷲掴みした。

「お願いです、ケネス王子……やめて……はあんっ……あぁ……いやっ……」

　すでに反応し固くなっているミレーラの胸の突起を、指先で弾けば、ミレーラは体をしならせ、甘い声をあげてしまう。襲いくる快楽を辛そうに、そして悔しそうに歯を食いしばるミレーラに、「その顔もそそられる」とケネスは目をぎらつかせた。

　このままでは、自分の体はケネスの良いようにされてしまう。

　魔法の杖を折られてしまい、精霊を呼び出せない自分はなんて非力なんだとミレーラは自分自身が情けなくて仕方ない。

「誰か……お願い、助けて」

「こんな森の奥まで、いったい誰がやって来るというんだ」

「助けて、テオバルト」

　愛しい彼の名前を口にすると、ケネスが白けた顔をする。一方、ミレーラの耳に扉が開く僅かな音が届き、ケネスに押さえつけられた状態のまま目線だけを移動させる。

　動物たちが助けに来てくれたのかもと希望を持った次の瞬間、そこに現れた人物に、ミレーラは目を見開き、涙をこぼす。

「俺の妻をたぶらかした男の名は、テオバルトというのか。覚えたぞ。必ず探し出して……ん？　テオバルト、どこかで聞いた名だな」

「俺だ。忘れたか、ケネス・インジャクト」

　怒りを含んだ声が凛と響くと同時に、ケネスはミレーラから床の上へと乱暴に引きずり降ろされる。

　ケネスは床に打ち付けた痛みに顔を歪めながら、座り込んだ状態のままそばに立っている男を見上げ、怒りの声を上げる。

「何をする無礼な！　俺がメルブルック国の王子と知っての……お、お前は」

　信じられないという面持ちで、ケネスはテオバルトをポカンと見つめた。

　ミレーラはブランケットを掴んで引き寄せつつ、ベッドの上で身を隠すように背中を丸める。しかし、ほぼ半裸に近い状態になっているのをテオバルトはしっかりと見て取っていて、すぐに拳を握りしめ、ケネスを鋭く睨みつけた。

「ミレーラを傷つけたお前を許さない」

「何を偉そうに！　ミレーラは俺の婚約者だぞ。俺の物なのだから、どうしようと俺の勝手だろう！」

「お前のような男に、俺はミレーラを渡すつもりはない。これ以上、傷つけるような真似をしたら、ただじゃおかない」

　ケネスは怒りを爆発させるように怒鳴りつけたが、テオバルトは全く動じない。冷酷な表情を崩さぬまま、テオバルトの凛とした声が迫力を増していき、ケネスは狼狽えるように顔を逸らす。

　そこで、ケネスは先ほど自分が落とした短剣が床にあるのに気づき、それを掴み取るべく手を伸ばし、一気に動き出す。しかし、短剣に触れるよりも先に、テオバルトが容赦なく手を踏みつけた。

　痛みにのたうち回るケネスの首筋へと、テオバルトは拾い上げた短剣の刃先を突きつける。ケネスはぴたりと動きを止め、ほんの数秒沈黙が流れた。

「今頃、アルミラで落ち合った俺の側近がグローヴ伯爵の元を訪ね、俺とミレーラとの結婚の話をしていることだろう。あとはミレーラが、俺かお前のどちらを選ぶかだ」

　顔を青くさせたケネスはミレーラへとゆっくりと視線を移動させ、「なぁ、ミレーラ」と猫撫で声で呼びかけた。

　ミレーラは僅かに息を荒げながら、体に巻きつけたブランケットをぎゅっと握りしめる。

「ケネス王子、どうぞお帰りください」

「……俺に帰れだと？　後悔するぞ！」

「後悔しません。テオバルト様と共に生きる人生以上の幸せはありませんから」

　ミレーラにはっきりと告げられても、ケネスはお尻を床につけたまま縋るようにミレーラへ近づこうとする。しかし、それ以上の接近を許さないかのように、テオバルトは短剣をケネスの首筋に再び突きつけた。

「オードアティには精霊が見える女などたくさんいるだろう。何もミレーラじゃなくても」

「精霊が見えようが見えまいが関係ない。俺が彼女の心根に惹かれているんだ。だから、他の女などいらない。ミレーラだけを大切に愛していく」

　ケネスは突きつけられている刃に青ざめつつ、そしてテオバルトの覇気に押されるように、後ろへと下がっていく。

　そのままケネスを戸口の方に追いやるように、テオバルトもゆっくりと歩き出した。

「良いのか。メルブルックの王子であるこの俺の婚約者を奪おうなんて、国家間の問題にもなりうるぞ」

「俺を脅すつもりか？　良いだろう。やる気なら受けて立つ。俺はミレーラを絶対に渡さない」

　問題が大きくなるのは、王子という立場上困るだろうと踏んでの言葉だったらしいが、テオバルトに好戦的な態度を取られ、逆にケネスが怯み、言葉が出なくなる。

「……とにかく、俺はお前たちを許さないからな！」

　それだけ吐き捨てて、ケネスは立ち上がると、よろめきながら小屋を出ていった。

　その姿を見送ってから、テオバルトは小さく息をつき、テーブルの上に短剣を置く。同時に、折れてしまっているミレーラの大切な魔法の杖に気づき、「信じられない」と舌打ちをした。

　ミレーラはベッドから飛び出して、テオバルトに抱きつく。

「テオバルト様！」

「ミレーラ。良かった、すぐに戻ってきて」

　テオバルトはぎゅっとミレーラを抱きしめ返すが、自分の腕の中から頬を赤らめて切なげに、おまけに僅かに呼吸を荒げて見上げてくるミレーラに気づき、不思議そうに眉根を寄せる。

　ミレーラはそんなテオバルトの頬へと両手を伸ばし、背伸びをして、強引に唇を奪う。

　驚くテオバルトを気にしてなどいられずに、ミレーラは自分から舌先を口内へと差し込み、欲望をぶつけるように唇を奪う。絡まる舌先の感触に、下半身にさらに熱がこもり、たまらないように淫らな声をもらす。

　そして体を覆っていたタオルケットをその場に払い落とす。切り刻まれた服も何もかも、身に纏っているものを全て脱ぎ捨て、テオバルトの前に裸体を晒したあと、ミレーラは再び抱きついた。

「テオバルト様、ごめんなさい……あなたに、こんなはしたない姿を……でも、ダメなの……体が熱くて……」

「ミレーラ、まさか媚薬を？」

「もうこれ以上、我慢できない。辛いの……お願い、私に触って」

　ミレーラに潤んだ目で見つめられた上、色っぽい声でねだられてしまい、テオバルトは天を仰ぎ、呆れたように息を吐く。

「まったく、ミレーラになんてことを。ケネス、俺はあいつを許せそうにない」

　苛立ち混じりにつぶやいてから、テオバルトはしっかりとミレーラを見つめ、纏っていた上質のジャケットを、ミレーラと同じように床に落とす。

　口付けだけでなく、テオバルトが華奢な肩にそっと触れただけでも、ミレーラは甘ったるい吐息を漏らす。

　すでに固くなっている胸の頂を、テオバルトが指の腹で撫でると、「あぁん」と可愛い鳴き声が返ってくる。それを聞くと、テオバルトは当然のように先端を口に含み、尖って主張するそれを舌先で転がし始める。

「あぁん……んっ……気持ちいい……はっ……もっとぉ」

　自分の胸へと押し付けるように、ミレーラがテオバルトの頭を抱きしめる。テオバルトは乳首に音を立てて吸い付きながら、左手でミレーラの腰を引き寄せ、生い茂った秘部の割れ目へと右手の指をはわす。

　ぬるりと指先にまとわりついてくる愛液に、テオバルトは「すごいな」と熱く囁きかけ、ミレーラは甘く淫らに呼吸を乱し始める。

「はぁんっっ！」

　ずぷりと、たっぷりの蜜の中へ指先が差し込まれると同時に、ミレーラが一際高い声を上げる。

「わかるか？　すごい濡れてるのが。間に合ったかと思ったが、……もしかして、ケネスにもこんな風に触られ、その可愛い声をきかせたのか？」

　そのままぐちゃぐちゃと水音を響かせながら、嫉妬心を露わにしてテオバルトが問いかける。

「胸は少し触られてしまったけれど、それ以上は……やあぁん……ああっ……」

「ミレーラの体は俺のものだ。しっかり、しがみついていろ」

　言い終えると同時に、テオバルトは再び舌先で胸の先端を転がし始め、蜜壺の中へと差し込む指の数を増やし、より一層大きく淫らな水音を響かせ始める。

「ああっ……あっいやあぁっ。んんんっ……やん、だめぇえっ、テオッ……わたし、わたしっ……あああっ！」

　ミレーラはテオバルトにしがみつくようにし、両足をカクカクと震わせる。やがて、ミレーラの声が途切れるも、自分の指を咥えている秘部がぎゅっと締め付けてくるのを感じ、テオバルトはゆるりと顔を上げる。

　達してしまったミレーラはわずかに呆然としながら、涙目でテオバルトを見つめ返す。無垢で愛らしい面持ちのミレーラに、テオバルトはニッと笑いかけ、そっと唇を奪う。

　テオバルトがシャツを脱ぎ捨て、鍛え抜かれた体が視界に入ると、ミレーラはそっと近づき、胸元に口付ける。

　スラックス越しにテオバルトの硬い膨らみをお腹の辺りに感じてしまえば、またじわりとミレーラの下半身が甘く疼き出し、欲望も溢れ出す。

「テオバルト様……欲しいです」

　下半身をもじもじさせながら、切なげにお願いするミレーラをテオバルトはじっと見つめてから、そっと手を引いてベッドへと向かう。

「何が欲しい？」

「……テオバルト様の……です」

　恥じらいもあり、はっきりとは言えなくても、ミレーラの目線はテオバルトの下半身の膨らみへと向けられる。テオバルトはゆっくりとスラックスを脱ぎ捨て、猛々しくそり立つ男性器を露わにすると、そのままベッドに腰掛けた。

「おいで、ミレーラ」

　差し出されたテオバルトの手に、ミレーラは自分の手を乗せて、彼の元へ近づいていく。

「俺を好きにしていいよ」

　優しくも淫美な響きにミレーラはぞくりと体を震わせる。つるりとした亀頭の先は濡れていて、ミレーラは体を疼かせながら、それを両手で包み込むように持った。

　テオバルトが「んっ」と小さく甘美な声を上げる。わずかに歪めた顔も艶やかで美しく、それにミレーラは興奮を覚える。

　太い肉棒を上下にしごくとぬらぬらと先端から透明な液体が溢れ出し、ミレーラはそれをペロリと丁寧に舐め上げていく。

　時折、テオバルトの口から発せられる艶めいた声音がミレーラの耳をくすぐり、秘部を熱くしていく。疼きを堪えるようにミレーラが吐息をこぼすと、それに気づいたテオバルトはベッドに身を横たえる。

「ミレーラの下の口も、俺を欲しがってる。自分で挿れてみて」

　戸惑いながらも、ミレーラはテオバルトをまたがるように移動し、淫らに濡れて輝いているピンク色の先端を自分の蜜口へとあてがうと、そのままググッと沈むように、そり立つそれをのみ込んでいく。

「そのまま動いて」

　わずかに息を荒げながら、テオバルトはそう要求し、ミレーラの細腰に手を添えた。










[image: ]










　言われるままにミレーラは腰を動かす。奥に当たるたび快楽が強くなっていき、ミレーラは欲望を止められぬまま、肌と肌が打ち付ける音と淫らな水音を立てながら動き続けた。

　乱れる自分をじっと見つめられることへの恥ずかしさも、快楽へとすり替わっていく。

「……あっ……気持ちいい……あんっ……こんなに……あんっ！」

　下から強く突き上げられ、ミレーラは甘さを増した声で喘ぎ、思わず動きを止める。すると、テオバルトが手を伸ばし、愛液まみれになっている中で、ぷくりと膨らんだミレーラの快楽の芽に触れる。

「ああっん！　……そこぉっ、ダメっ」

　強い刺激にぶるりと体を震わせながら、ミレーラは自分の敏感な個所に触れているテオバルトの手を掴んだ。

　自身を咥え込むミレーラの中がキュッと締まるのを感じながら、テオバルトも熱っぽく息をつき、ゆっくりと上半身を起こし、そのまま体の位置を交換するようにミレーラを押し倒して覆いかぶさっていく。

「ダメじゃなくて、もっとだろ？」

　そう言ってミレーラの額に口づけてから、そっとミレーラの足を押し広げるように膝に掴んだ。

　緩やかに腰を打ち付けられる度、ミレーラは甘い喘ぎ声を上げる。次第にミレーラ自らも腰を動かし始めれば、それが引き金となったように、律動が速く、強くなっていく。

「……はあんっ……テオバルトさま、好きっ……だい、すきっ……」

「俺もだ。ミレーラ、愛している。あなただけをずっと」

　込み上げてくる快楽の波にあらがえるはずもなく、ミレーラは再び大きく喘ぎ、テオバルトの背中にしがみつくように爪を立てる。

　テオバルトも深く突き上げて、ミレーラの中で熱い液体を放った。

　呼吸を荒げつつも、先ほどと同じように呆然としているミレーラの唇へと、テオバルトは慈しむように口づけを落とした。






　その翌朝、やってきた騎士団員に持っていく荷物を指示してから、ミレーラはテオバルトが乗ってきた馬に共に乗り、町へと向かう。

　そこでラングと落ち合ってから、グレイスに挨拶をし、今度はテオバルトと馬車に乗り込んだ。

　その後、ふたりでグローヴ家へ赴き、先に来ていた四十代くらいのテオバルトの側近とも合流する。

　すでに説明を受けていた両親は、オードアティの王子であるテオバルトを目の前にして、恐縮しきりだった。

　ケネスがやってきたことをミレーラが話すと、青ざめたチェリーから、両親とミレーラの話をしているところをケネスに聞かれてしまったと説明され、迷惑をかけてしまったと何度も謝罪を受けた。

　結婚に反対ではないが、ケネスのこともあると複雑な顔をした両親へは、「その件に関しては穏便に本人と話し合い、解決済みだ」とテオバルトが話した。両親と妹がホッとする傍ら、ミレーラだけはあまり穏便ではなかったけどと苦笑いする。

　何はともあれ、結婚はもちろんのこと、ミレーラをオードアティに連れていくことへの合意も両親から取り付け、家族に見送られながらミレーラは実家を後にしたのだった。






　馬車に揺られながら、家族との別れ際に「俺はミレーラを愛しています。必ず幸せにすると誓う」とテオバルトがはっきりと言い切った光景を思い返して、ミレーラはこっそりと微笑んだ。

　しかしそんなミレーラの様子は、向かい合って座っているテオバルトの視界にしっかりと映っていて、彼もつられるように笑みを浮かべる。

　馬車が森を抜けて、活気ある町へ入ったのを見て、ミレーラは高鳴る胸を両手で押さえた。

「アルミラに到着したのね。まずは魔法の杖を買うわ。ハイネスの契約主に会う前に、シャーリーを呼び出さなくちゃ。……あぁ、本当に私、オードアティに来たのね」

　喜びを感じながらも、不意にケネスと両親の顔が思い浮かび、ミレーラは表情を曇らせる。

「……お父様とお母様に、それからあなたにも、ケネス王子のことで迷惑をかけないといいのだけれど」

「大丈夫だ。俺の部下をミレーラの実家に置いてきた。しばらく警備させるから……でもまぁ、ああ見えてあいつは小心者だから、俺を、いやオードアティを敵に回すような行動は起こさないよ。メルブルックにとってなんの得にもならないとわかっているだろうし」

「色々気遣ってくれて、ありがとう」

　ミレーラがテオバルトへ感謝と共に頭を下げた時、馬車が停止した。先に降りたテオバルトから手を差し伸べられ、ミレーラもその手を取る。

　地に降り立つと同時に、ミレーラは目の前の建設途中の建物を見上げる。「もしかして」と呟いて、ミレーラがテオバルトを見上げると、肯定するかのような微笑みが返って来た。

「ここが、いずれミレーラが通うことになる学舎だ」

　テオバルトのひと言に、感慨深さのあまりミレーラは言葉を失ったまま彼を見つめる。

「ようこそオードアティへ。ここからは俺と共に人生を歩んでくれるか？」

「喜んで！」

　笑顔を弾けさせたミレーラをテオバルトは抱きしめたあと、ひと目を憚らずに、ふたりは幸せいっぱいに口づけを交わした。







〈ＥＮＤ〉
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